
毎
号

こ
じ
ニ
ん
で
く
だ
さ
い
。
  き
り
と
お
役
に
立

ち
ま
す
。
 

消火器の取扱い訓練をする参加者 

シンボルマーク 

8
8
〈
。8
 

9
。
0
・1
 

《b
 d
'
l

A旦
 

3

《
り
0

《b
 

つ
」
 
り
」
 
に

J
・l
 

数
 

帯
 

男
女
計
世
 

2
3
.
 
6
9
8
 
(
-
1
4
)
 

2
6
,
 
4
0
8
 

5
0
.
 
1
0
6
 

女
 
1
6
.
 
4
1
8
 
(
+
 
6
)
 

(9月30日現在 住民基本台帳） 
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鎌
谷
町
自
主
防
災
会

（寺
田

清
会
長
）
で
は
十
月
十
八
日
、
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ

ー
 

を
主
会
場
に
防
災
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
 

訓
練
に
は
、
鎌
谷
町
、
ー
ッ

谷
、
鳥
森
、
弥
生
町
の
住
民
を

は
じ
め
、

・か
ま
や
保
育
園
児
な

ど
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
 

津
軽
地
方
に
震
度
五
の
地
震

が
発
生
し
た
…
と
の
想
定
で
訓

練
が
始
ま
り
、
避
難
、
通
報
、
 

搬
送
、
炊
き
出
し
、
消
火
器
取

扱
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

訓
練
終
了
後
、
全
員
が
防
災

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
消
防
長

の
講
評
と
防
災
啓
発
川
の
ビ
デ

オ
の
L
映
が
行
わ
1
1、
参
加
し

た
人
達
は
、
災
害
に
よ
る
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

に
は
、
H
頃
の
心
が
ま
え
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
し
た
。
 

脅
シンボルマーク

套
１ ’［

I

一一

戸口

‘…響舎一室胃
…

●
の
砦
鍾

．
《
嘩一刀

ロ

胃

r~]一
一山

一
Ｊ

唇

ー

■「

9
匡

F■

8 4

I 』
雌
戚
吋
ル
」
じ
こ

【

gi一・一星雲圭生皇_＝“塾
表＝･＝手マーマTー寺0 ん

で
く
だ
さ
い
き
Ｊ
と
お
役
に
逆
ち
ま
す
。

§Ⅱ〃

一丁一一頭
一

龍

$」

，曝峰罰
』 識．

、消火器の取扱い訓練をする参加者

鎌
谷
町
自
主
防
災
会
（
寺
田

清
会
長
）
で
は
十
月
十
八
日
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

を
主
会
場
に
防
災
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

訓
練
に
は
、
鎌
谷
町
、
一
シ

谷
、
鳥
森
、
弥
生
町
の
佐
民
を

は
じ
め
、
・
か
ま
や
保
育
園
児
な

ど
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

津
嵯
地
方
に
震
度
五
の
地
震

が
発
生
し
た
…
と
の
想
定
で
訓

練
が
始
ま
り
、
避
難
、
通
報
、

搬
送
、
炊
き
出
し
、
消
火
器
取

扱
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
、
全
員
が
防
災

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
消
防
長

の
榊
紳
と
防
災
杵
発
川
の
ビ
デ

オ
の
ｋ
映
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
人
達
は
、
災
害
に
よ
る
被
害

を
鍛
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め

に
は
、
Ⅱ
噸
の
心
が
ま
え
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
し
た
。

一人口と世帯
前月比

23．698（－14）

2fr.4.08(-21)

50．106（－35）

数16．418（＋6）
（9月300現在住民雑木台帳）
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（第746号）② 広報ごしょがわら 平成 3年（1991年）11月 1日 

猛轟 
ー
誘
致
企
業
第

一
号
 

北
越
ヒ
ュ

ー
ム
管
囲
五
所
川
原
工
場
 

（立
地
・
昭
和
四
十
三
年
十

月
）
 

市
内
の
道
路
整
備
が
進
み
、
 

当
社
の
製
品
が
き
れ
い
に
並
べ

ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
た
び
、
 

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
良
か
っ

た
と
感
じ
ま
す
。
 

U
字
側
溝
や
縁
石
か
ら
大
き

な
水
路
ま
で
私
達
が
つ
く
っ
て

い
る
製
品
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
 

目
立
た
な
く
て
も
皆
さ
ん
の

生
活
に
密
着
し
て
い
る
も
の
、
 

そ
れ
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製

品
で
す
。
 

私
は
こ
の
仕
事
を
通
して
、
 

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
る
と
の
誇
り
を
持
っ
て

毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
 

道
端
で
何
も
言
わ
ず
、
黙
々

と
自
分
の
役
目
を
果
し
て
い
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
、
皆
さ
ん

美
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
、
そ

れ
ノ
私
が
つ
く
っ
た
ん
で
す

よ
。
 

社員からのひとこと 
ーーーノノ／ノ 

成 田 欣 弥さん（23歳） 

三
年
、
市
誘
致
企
業
第
一
号
、
 

北
越
ヒ
ュ
ー
ム
管
の
第
十
五
番

目
の
工
場
と
し
て
立
地
し
ま
し

た
。
 

当
社
で
は
、
人
聞
の
能
力
は

や
る
気
と
努
力
、
そ
し
て
本
人

の
意
志
と
誠
実
さ
が
企
業
を
支

え
る
基
礎
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
社
是
を
誠
実
、
志
気
、
能

力
と
し
、
創
業
以
来
堅
実経
営

を
企
業
理
念
と
し
て
、
好
、
不

況
に
左
右
さ
れ
ず
、
安
定
成
長

を
読
け
て
い
ま
す
。
 

又
、「多
品
種
現
地
生
産
販
売
 
 

方
式
」
 
の
も
と
に
、
青
森
県
内

の
五
工
場
（
五
所
川
原
、
青

森
、
弘
前
、
川
部
、
八
戸
）
を

含
め
、
東
北
、
関
東
、
信
越
か

ら
北
陸
各
地
に
三
十
七
工
場
、
 

二
十
八
営
業
所
を
配
置
し
て
、
 

各
地
域
の
人
材
を
登
用
し
、
地

域
と
の
共
存
共
栄
を
図
り
、
活

気
あ
る
職
場
づ
く
り
を
行
い
、
 

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
密
着
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 h

》
 

陶
 

このコーナーは、市誘致企：業として立地した企業を広

く市民の皆様方に知って戴＜たダ×Dコーナーです。 
就職の際は是非参考にして戴ければと思います。 

なお、ご家族又は知人の方で首都圏で働いている五所

川原市出身者でUターン就職希望されそに方は、市総務部

工業振興対策室（雪35 - 2111 内290）ノ、こ沫目談下さい。 

当
社
は
、
昭
和
九
年
新
潟
県

上
越
市
に
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ー
ー
 

次
製
品
の
生
産
、
販
売
を
開
始

し
て
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。
 

当
工
場
は
、
市
北
部
岩
木
川

河
畔
の
高
瀬
地
区
に
昭
和
四
十
 

(
 

【
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＜市民の皆様方に知って戴くためのコーナーです。
ｒ
Ｊ
夕

興そう－
ヌ

；就職の際は是非参考にして戴ければと思います。
xなお、ご家族又は知人の方で首都圏で働いていそご家族又は知人の方で首都圏で働いている五所

リ川原市出身者でUターン就職希望される方は、市
；エ業振興対策室(垂35-2111内290)へご相談下

総務部

さい。
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ｌ
誘
致
企
業
第
一
号

北
越
ヒ
ユ
ー
ム
管
㈱
五
所
川
原
工
場

P

一
（
立
地
・
昭
和
四
十
三
年
十
月
）
－

１
当
社
は
、
昭
和
九
年
新
潟
県

上
越
市
に
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

次
製
品
の
生
産
、
販
売
を
開
始

し
て
半
世
紀
が
過
ぎ
ま
し
た
。

当
工
場
は
、
市
北
部
岩
木
川

河
畔
の
高
瀬
地
区
に
昭
和
四
十

ｉ
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉらのひとこと

弥さん（23歳）

社員か
～

成田欣

一

三
年
、
市
誘
致
企
業
第
一
号
、

北
越
ヒ
ュ
ー
ム
答
の
第
十
五
番

い
の
工
場
と
し
て
立
地
し
ま
し

た
。当

社
で
は
、
人
洲
の
能
力
は

や
る
気
と
努
力
、
そ
し
て
本
人

の
意
志
と
誠
実
さ
が
企
業
を
支

え
る
基
礎
で
あ
る
と
の
考
え
か

ら
、
社
是
を
誠
実
、
志
気
、
能

力
と
し
、
創
業
以
来
堅
実
経
営

を
企
業
理
念
と
し
て
、
好
、
不

況
に
左
右
さ
れ
ず
、
安
定
成
長

を
読
け
て
い
ま
す
。

又
、
「
多
品
種
現
地
生
産
販
売

市
内
の
道
路
整
備
が
進
み
、

当
社
の
製
品
が
き
れ
い
に
並
べ

ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
た
び
、

こ
の
仕
事
を
し
て
い
て
良
か
っ

た
と
感
じ
ま
す
。

Ｕ
字
側
溝
や
縁
石
か
ら
大
き

な
水
路
ま
で
私
達
が
つ
く
っ
て

い
る
製
品
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

目
立
た
な
く
て
も
皆
さ
ん
の

生
活
に
密
着
し
て
い
る
も
の
、

そ
れ
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製

品
で
す
。

私
は
こ
の
仕
事
を
通
し
て
、

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
る
と
の
誇
り
を
持
っ
て

毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
・

道
端
で
何
も
言
わ
ず
、
黙
々

と
自
分
の
役
目
を
果
し
て
い
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
、
皆
さ
ん

美
し
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
、
そ

れ
／
、
私
が
つ
く
っ
た
ん
で
す

よ
。 方

式
」
の
も
と
に
、
青
森
県
内

の
五
工
場
（
五
所
川
原
、
青

森
、
弘
前
、
川
部
、
八
戸
）
を

含
め
、
東
北
、
関
東
、
信
越
か

ら
北
陸
各
地
に
三
十
七
工
場
、

二
十
八
営
業
所
を
配
置
し
て
、

各
地
域
の
人
材
を
登
用
し
、
地

域
と
の
共
存
共
栄
を
図
り
、
活

気
あ
る
職
場
づ
く
り
を
行
い
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
密
着
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

９

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
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一若者は地域に残り地域を 

③平成3年（1991年）11 l日 

師轟 V1‘竺 

社
員
か
ら
の
ひ
と
こ
と
 

加
 
納
 
君
 
章
さ
ん
（
十
九
歳
）
 

私
は
、
今
の
会
社
 

司
や
先
輩
達
は
や
さ
し
く
接
し

に
入
社
し
て
一
年
五
 
て
く
れ
て
会
社
全
体
が
明
る
く

カ
月
に
な
り
ま
す
が
 
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。
 

は
じ
め
は
期
待
と
不
 

最
近
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
も
導

安
が
入
り
混
じ
り
複
 
入

さ
れ
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ
一

雑
な
気
持
ち
で
し
た
。
 て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
 一

今
で
は
仕
事
に
も
 

よ
り
良
い
製
品
を
製
造
し
、
会

一

な
れ
ま
し
た
が
内
容
 
社
の
発
展
を
期
待
し
て
、
頑
張
一

的
に
は
重
労
働
だ
と
 
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

思
 い
ま
す
。
で
も
上
 
一
 

一
 

》
 

一
 

,
 

誘
致
企

業
第

ニ
号
 

森
羽
紙
業
株
式
会
社
 

（立
地

・
昭
和
四
十
四
年
四
月
）一
 

所
在
地
 
市
内
大
字
姥
落
字
桜

木
二
十
八
番
地
一
号

設
立
年
月
日
 
昭
和
四
十
六
年

四
月
一
百
 

資
本
金
 
一
千
万
円
、
授
権
資

本
二
千
万
円
 

代
表
者
 
代
表
取
締
役
社
長
 

佐
々
木
ぬ
束
 

事
業
内
容
 
段
ポ
ー
ル
箱
、
片

面
段
ボ
ー
ル
他
製

造
、
販
売
 

年
商
額
 
十
三
億
四
千
ニ
百
万

円
（
一
一
十一
期
）
 

従
業
員
 
四
十
名
（
二
十
一期
）
 

O
地
域
と
と
も
に
 

地
域
の
産
業
に
密
着
し
た
企

業
を
モ
ッ
ト
ー
に
創
業
し
て
一
一

十
年
、
厳
し
い
経
済
変
動
を
乗

り
越
え
て
年
々
業
績
も
向
上
し
、
 

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
 

O
夢
の
あ
る
職
場
 

働
く
こ
と
の
楽
し
さ
の
あ
る

生
産
工
場
と
し
て
、
最
新
鋭
の
 
 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
導
入
し

た
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
よ
る
フ

ル
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
装
置
を
駆

使
、
生
産
量
の
増
大
を
図
り
、
 

一
貫
し
た
省
力
化
に
努力
し
て

お
り
ま
す
。
 

〇
企
業
の
使
命
感
に
も
え
て

流
通
部
門
の
一
役
を
担
う
企

業
の
使
命
を
充
分
認
識
し
、
常

に
斬
新
な
包
装
形
態
を
目
指
し

て
、
時
代
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

マ
ッ
チ
し
た
製
品
を
安
定
供
給

す
る
た
め
に
、
総
力
を
結
集
し

努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

ル
 

一
 

次
回
は
、
津
軽
東
芝
音
響
咽
と
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
岡
津
軽
工
場
の
予
定
で
す
。
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~若者は地域に残り地域を
咳

｜
』

＝

誘

蕊
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愈隠卿鳴鯉箪撫懇

一
Ｊ

産
－

単

I

事
業
内
容
段
ボ
ー
ル
箱
、
片
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
導
入
し

面
段
ボ
ー
ル
他
製
た
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
よ
る
フ

造
、
販
売
ル
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
装
置
を
駆

云
社

年
商
額
十
三
億
四
千
一
盲
方
使
、
生
産
量
の
増
大
を
図
り
、

円
（
二
十
一
期
）
一
貫
し
た
省
力
化
に
努
力
し
て

四
十
四
年
四
月
）
｜
｜
職
雫
と
騨
匿
（
二
十
一
期
）
鮒
講
侭
命
感
に
も
え
て

所
在
地
市
内
大
字
姥
泡
字
桜
地
域
の
産
業
に
密
着
し
た
企
流
通
部
門
の
一
役
を
担
う
企

木
二
十
八
番
地
一
号
業
を
モ
ッ
ト
ー
に
創
業
し
て
二
業
の
使
命
を
充
分
認
識
し
、
常

設
立
年
月
日
昭
和
四
十
六
年
十
年
、
厳
し
い
経
済
変
動
を
乗
に
斯
新
な
包
装
形
態
を
目
指
し

四
月
二
日
り
越
え
て
年
々
業
績
も
向
上
し
、
て
、
時
代
と
地
域
の
一
Ｔ
ズ
に

資
本
金
一
千
万
円
、
授
権
壷
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
マ
ッ
チ
し
た
製
品
を
安
定
供
給

本
二
千
万
円
○
夢
の
あ
る
職
場
す
る
た
め
に
総
力
を
結
集
し

代
表
者
代
表
取
締
役
社
長
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
の
あ
る
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。

佐
々
木
ぬ
ゑ
生
産
工
場
と
し
て
、
最
新
鋭
の

Ｊ

、
賢
曹
哨
舵
護
章
さ
ん
《
十
九
毒
一

次
回
は
、
津
軽
東
芝
音
響
㈱
と
日
立
東
部
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
㈱
津
軽
工
場
の
予
定
で
す
。

１
１
１

津

一
Ｊ

１
１
１
１
‐
！
‐
１
１

私
は
、
今
の
会
社

に
入
社
し
て
一
年
五

カ
月
に
な
り
ま
す
が

は
じ
め
は
期
待
と
不

安
が
入
り
混
じ
り
複

雑
な
気
持
ち
で
し
た
。

今
で
は
仕
率
に
も

な
れ
ま
し
た
が
内
容

的
に
は
重
労
働
だ
と

思
い
ま
す
。
で
も
上

司
や
先
雛
達
は
や
さ
し
く
接
し

て
く
れ
て
会
社
全
体
が
明
る
く

楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
も
導

入
さ
れ
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

よ
り
良
い
製
品
を
製
造
し
、
会

社
の
発
展
を
期
待
し
て
、
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。



曾
員
給
与

の
状
過
 

（給
料
）
 

●

職
員
の
代
表
的
な
職
種
で
あ
 ,

 

（
注
）
 

1
 
職
員
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。
 

2
 
給
与
費
及
び
職
員
数
は
、
 

当
初
《r
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
“
 

3
 
そ
の
他
の
手
当
は
，扶
養
、
 

住
居
．
通
勤
、
管
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
 
（
退

職
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
）
 

る
一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、
 
「表
 

2
」
の
と
お
り
で
す
。
 

ま
た
、
 一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、
 

「表
3
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
国
と
同
じ
で
す
“
 

●

職
員
の
給
料
は
、
職
務
の
占

任
の
程
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
 一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
職
員
数
の
状

況
は
「
表
4
」
のと
お
り
で
す
。
 

品
鰍

緯
押
蹄
与
細
鰍
貌

せ
しま
す
 

員
の
給
与
の

状
況
 

（
諸
手
当
）
 

●

期
未

・
勤
勉
手当

（
い
わゆ

る
ボ
ー
ナ
ス
）
は
．
国
と
同
じ

で
年
五

・
三
五
カ
月
分
と
な
「
 

て
い
ま
す
。
 

●

特
殊
勤
務
手
当
は
、
危
険
．
 

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
．
特
殊
な
勤
務
を
し
た

職
1
1に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

●

浪
職
者

に
支
給
さ
れ
る
退
職

手
当
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
基
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
事
由
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。
 

●

時
間
外
勤
務
手
当
（
超
過
勤

務
F
当
）
は
．
正
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

9'-i3年 (1991 ff.))1J1 lii 
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（矢
件

費
の
状

況
』
 

平
成
二
年
度
普
通
会
計
決
算

に
よ
る
人
件
費
の
状
況
は
「
表
 

1
」
の
通
り
で
す
。
ま
た
、
平

成
三
年
度
普
通
会
計
当
初
r
算

に
よ
る
人
件
費
の
う
ち
、
 
一般

職
員
の
給
与
費
は
川
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
。
 

〔表 1 〕人件費の状況（普通会計） 

Iく．分 

住民基本 
台帳人 f:l 
(2年度宋） 

歳出額 

A 
実質収支 

人
 
科

費

B
  

人件費率 

(B/A) 
平成元年度

の人件費率 

2 年度 

3. 3.31現1'f 
人 

50,017 

千円 

16,333,150 

千円 

226,273 

千円 

2,700.980 

% 

16.5 

% 

17.5 

『り 人件費には．特別職に芝給される給料，報酬が含まれていますり 

職員給与費の状況（普通会計） 
一ー・ーーー 一 ～ 一 ～～、  

その他の 	
、、、、、 職員手当 	 ＼ 

筆～か＼ \ 

	

新与1て税三幕I 、 	 、 
20ffrj.9,317Ji

61「，立J， 中」  I 
職員数 

	

3I竺／ 	1 

職員一・人当たり給与費559万 7F「リ 

給
 

I 12億8, 2837 

〔表3 〕一般行政職員の学歴別の初任給及び 
経験年数別平均給料月額の状況 

〔平成 3年4 ii lii 現在） 

区 分 初 任 給 
採
経
給
 

n過
料
 
年

日
額
 

経 	験 	年 	数 
10年以 I: 

15年来満 
巧年以 L 

20年来1茜 
20年以 L 

25年未満 

大学卒 143,100円 157,200'i 220.9 17円 281,386円 337. 1 13i'I 

高校卒 117,300円 125,6001'l 182,778円 228,735円 278,&10l'I 

〔表4〕ー般行政職員の級別職員数の状況 

〔表2 〕一般行政職員の
平均年齢及び平均給料 

月額の状況 
（平成3年 4 月 lII 現在） 

区 	分 互所川原市 国 

平 均 年 齢 43. 7i 38.9歳 

平均給料月額 283 ,798円 263 .919円 

（平成3年4 月 lII現在） 

区 	分 9 級 8 級 7 級 6 級 5 級 」 級 3 級 2 級 1 	級 計 

標準的な
職務内容 

部 長 参 	’ド 課 長 課補
 
長
佐
 

課
補
 
長
佐
 

係 長 主 任 主 ‘If l三 	事 
// 

/
/ 

／ノ 

職 員 数 17人 4人 60人 26人 63人 65人 53人 36人 4人 328人 

構 成 比 5.2% 1.2% 18.3% 7.9% 19.2% 19.8% 16.2% 11  .  (1", 1.2% 10U%, 

ゆ標準的な職務内容とは．それぞれの級に該当する代表的な職名である己 

●

扶
養
、
住
居
、
通
勤
の
各
手

当
は
、
支
給
要
件
に
該
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
国
の

制
度
と
同
じ
で
す
。
 

以
E

、諸
手
当
の
状
況
は
「表
 

5
」
の
と
お
り
で
す
。
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平
成
・
・
年
度
需
通
会
計
決
範

に
よ
る
人
件
磯
の
状
況
は
「
表

１
」
の
通
り
で
す
ま
た
、
平

成
・
・
《
年
度
将
通
会
計
噺
初
Ｆ
猟

に
よ
る
人
件
礎
の
う
ち
、
・
般

職
鯉
の
総
与
鈴
は
円
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す

〔表1〕人件費の状況(普通会計） Ｆ
１
市
職
員
の

‐
市
職

人
件
費
の
状
況
給
与
の
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
一

貝
の
給
与
の
状
況

勘人|‘|:柳には、特別I職に支給される給料、紺訓が含まれています

（
注
）

１
職
興
数
に
は
、
特
別
職
は

含
み
ま
せ
ん
。

２
給
与
費
及
び
職
域
数
は
、

当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
た
も
の

で
す
。

３
そ
の
他
の
手
当
は
、
扶
鍵
、

催
眠
、
迦
勤
、
構
理
職
、
特
殊

勤
務
な
ど
の
手
当
で
す
。
（
退

職
手
当
は
含
み
ま
せ
ん
）

職員給与費の状況(普通会計）

（
給
料
）

●
職
域
の
代
奨
的
な
職
砿
で
あ

職
員
給
与
の
状
況

、

1
r両

斗
る
一
般
行
政
職
員
の
平
均
年
齢

及
び
平
均
給
料
月
額
は
、
「
表

２
」
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
一
般
行
政
職
の
学
歴

別
の
初
任
給
及
び
経
験
年
数
別

の
平
均
給
料
月
額
の
状
況
は
、

「
炎
３
」
の
と
お
り
で
す
。
そ

の
初
任
給
は
閏
と
同
じ
で
す
。

●
峨
幽
の
給
料
は
、
聯
務
の
斑

妊
の
羅
度
に
応
じ
級
ご
と
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
行

政
職
員
の
級
別
の
轍
員
数
の
状

況
は
「
表
４
」
の
と
お
り
で
す
。

つ
せ
し
ま
す
／

Il職員・人皿1たり給与･僻559万7千''1

〔表2〕一般行政職員の
平均年齢及び平均給料

月額の状況

〔表3〕一般行政職員の学歴別の初任給及び
経験年数別平均給料月額の状況

(平成3イド1M1II現ｲlﾖ）

(平成3年4ﾉ1111現ﾊｮ）

P

〔表4〕一般行政職員の級別職員数の状況
(平成3年4月1.現住）

.i.mm的な職務内容とは､それぞれの級に‘溌当する代炎的な職紹である

●
特
殊
勤
務
予
崎
は
、
危
険
、

不
快
あ
る
い
は
勤
務
時
間
の
変

則
な
ど
、
特
殊
な
勤
携
を
し
た

職
幽
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
退
職
背
に
支
鈴
さ
れ
る
退
職

手
端
は
、
退
職
時
の
給
料
と
勤

続
年
数
を
唯
と
し
て
計
算
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
支
給
率
は
退
職

の
州
山
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

●
期
水
・
勤
勉
手
当
（
い
わ
ゆ

る
ボ
ー
ナ
ろ
は
、
脚
と
同
じ

で
年
江
・
皇
拡
力
月
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
扶
維
、
僻
鵬
、
迦
勤
の
各
手

噺
は
、
支
給
樫
件
に
核
当
し
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
脚
の

制
度
と
耐
じ
で
す
。

以
上
、
術
手
当
の
状
況
は
「
炎

５
」
の
と
お
り
で
す
。

●
時
剛
外
勤
携
手
噺
（
超
過
勤

務
手
当
）
は
、
服
規
の
勤
務
時

間
外
に
勤
務
し
た
と
き
に
支
給

さ
れ
ま
す
． （

諸
手
当
）

i*:分

2年度

{l拠堪本
台帳人口
(2年度末）

3.3.31現在
人

50，017

歳出額

A

千111

16,333,15C

爽衝収支

千円

226,273

人件費
B

千円

2JOO,980

人件擬率

(BA)

％

16.5

平成ﾉじ年I斑

の人件徽挙

％

17.5

分

大学卒

碕佼卒

初係給

MiUOOI'l

iiz.iiodi'l

押
狗
が
鞭
吻
湘

I.i7.2(1(11'I

125,600円

川2年
過II
料額

経験年数

10年以上

15年准満

220.917円

182,778円

15年以
20年,

281,386H

228.735R

胃満
20年以h
25年イミ湖

337.mi'I

278,6I0R

ば分

平均年齢

､if均給料月額

凡所川原[J

43.7歳

283,798円

I劇

38.9歳

3.949円

区分

標熊的な
職務内容

】職員数

成比

9級

部長

17人

5.2％

8級

参・h

4人

1.2％

7級

課長

60人

18.3%

6級

課長

補佐

26人

7.9％

5級

I製長

補佐

63人

19．2％

1級

係腿

65人

19.8%

3級

主任

53人

Hi．2%

2級

l-li

36人

11.0%

1級

匠張

4人

1.2％

計

ノー
328人

10(1",.



〔表6〕特別職の報酬等の 
状況 

（平成3 軍 .1月 1日現在） 

区
 
分
 

給料（報酬） 

月額 
期 末 手 当 

市
 

長
  

750,0001') 

合
 

」
 

z
 

a
 
L
 

 

、
 

6
 

0
 

一
”
 
1
3
 

 

く
 

6
 

1
2
 
3
 

加

給
 
期
 

期
 

期
 

措

支
 

月
 

H
 

月
 
計
 

算
  

、
ー
 

ー

ー
 
，

ー

ー
 

ー

ー
 

ノ

月
 

月
 

月
 
月
 
イ

分
 

分
 

分
 

分
 

i
  

割
 

批
 

助
 
役
 
 

625.000)'] 

収
 
人
 役
  

565.0(X))'] 

議
 
長
 
 

370.001)11] 

副
議
長
 
 

335.0001リ 

議
 
員
 
 

310.001)19 

⑤平成 3 年（1991年）11月 1 日 
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〔表5〕職員手当の状況 

区 分 ii 国 

期 

勤 

末 

勉 

手 

手 

当 

当 

〔 2 年度支給割合〕 
期未手鵬 

6 	月 	期 	1.6 	月分 

12 	月 	期 	2.0 	月分 

3 	月 	期 	0.55 月分 

計 	 4.15 月分 

職制ヒの段階．職務の 
級等による加算措姓 

勤勉手呉 

	

0.6 	月分 

	

0.6 	月分 

1
J
J
I
I
 

 

i
分
分

分
分
 

末
 6
0

5
5I
s
 

 

勤

a
a
 

」
  

免

6
（
。
一
り
乙
 

年
 

月
月
月
計

上
に
 

支
 

期
期
期
 
段
る
 
 

t
 

6
1
23
 

職
級
  

「
声
m

有
 

期

I
.2
3
.4
の
1
一

剖
 
脇
獅

給
 
階
加

収
 
職
潜
 

度
 

の
よ
  

2
 

制
等
  

ー 
1.2 	月分 

退 職 手 当 

〔支給率〕 	自己都合 	勧奨・定年 

動続 20 年 	21.0 	月分 	28.875月分 

勤続 25 年 	33.75 月分 	14.55 月分 

勤続 35 年 	47.5 月分 	62.7 	月分 

最高限度額 	60.0 月分 	62.7 月分 

1人当たり 	ー，‘．。，一 m 	，七，，“、1.l『， 
車局妾籍諭 
その他の加算措置 	定年前早期退職特例措此 
退職時 	 (2%-'-20%lI1) 

特別昇給 

〔支給率〕 	自己都合 

勤続 20 年 	21.0 月分 
勤続 25 年 	33.75 月分 

勤続 35 年 	47.5 	J-I 分 
最高限度額 	60.0 月分 

その他の加算措置 

jせ職時 
特別昇給 	 原則 

勧奨・定年 
28.875月分 
44.55 月分 

	

62.7 	月分 

	

62.7 	月分 

(2%-20％加算） 

I号俸 

‘り退職手1'iの 1人当たり平均支給額は」irI年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。 

讐
1
約
 

持

手
 

1
 

殊
 
年

畦
  

V 	 分 全 職 種 

職員全体にIiiめる手当支給職員の割合 15.3% 

支給対象職はI人当たり平均支給年額 40.879)9 

手 	当 	の 	紙 	類 （手当数） 

代表的な

手当の名称 

支 給額 の 多 い 手’Ii 社会福祉手当 

多くの」臓 lュに支給されて 
し、 	る 	手 	当 社会福祉手当 

時
間
外
勤
務
手
呉
  

（
普通
会
計
｝
 
 

9
 年

度
 

支 給 総 額 73.985千円 

職
支
 

n
給
 

人
総
 
当
‘
 
た

F
 

り
額
  

195千円 

元

年

度
 

支 給 総 額 72,447千円 

職員 1人当たり
支給総年額 

186千円 

（平成 :3 年4 月 1日現在） 

内 	 容 

区分 支 給 要 件 手 	当 	額（月額） 

扶
 
養
 
手
 
当
 

次に掲げる者で他に生 西己 	偶 	者 16,000「リ 
計の途がなく‘ Eとして 

配偶者有 4,500円 その職員の扶養を受けて 
いる者。 
配偶者，18歳未満の子 

配偶者 
1人目 

配偶者無 10.5001'] 

及び係‘18歳未満の弟妹‘ 
60歳以上の父母及び祖父 以 外 

2 	人 	目 4 ,500f'I 

3 人日」；よ上 1,000円 母、爪度心身障害者。 

住
 

居
 
手
 

当
  

（借家） 住宅を借り受け （借家） 
月額11 .000円を 1）家賃21.000円以下支払っている職員。 
超える家賃を支 支給額＝家賃の月額一11, 000円 
払っている職員。 2）家賃21,000円を超えて支払っている 

職l七 
・支給額＝ 	 1 

（自宅） 	自宅を所有して (rv) 

像 了熟碧照い「＋10 .000111 13.000円限度 

いる職11. ただし，取得後 5 年間は 	2,500円 

通
 

勤
 

手
 

当
 

通勤距離が片道 2km以 （交通機関利用者） 
Lになる者で，交通機関 運賃相当額。ただし、運賃等相当額が 
を利川し，あるいは交通 30.000111を超える場合は，30.000円に 
川具を使川して通勤して その超えた額の2 分のIの額 (5,0001リ 
いる職員。 限度）・を加算した額。 

（交通用具利用行） 
使用距離が片iti 5km未満 

使川距離が片道 5kmJ.ス 1:10km未満 
4,100円 

使川距離が片 j首IOkmJJ. I: 15km未満 
6 ,2001'I 

使川距離が片道15km以 h2Okm 未満 
8. 3001') 

使川距離が片道20km以 L25km 未満 

10,400円 

使川距離が片道25kmi.J. 1:30km 未満 
12,500111 

使川距離が片道30km以 L 

⑤平成3年(1991年)11月1日 広報ごしょがわら (第746号）

〔表5〕職員手当の状況

鶴
119退職手洲の1人当たり平均支給額は､I'lif年度に退職した全職諏に係る職員に支給された平均額である。

(平成3年4月1日現在）

〔表6〕特別職の報酬|等の
状況

(平成3(ド‘1〃11j現ｲ！;）

、

'五分 市〃川所if M

期末手

勤勉手当

〔2年唯支給荊合〕

期末手淵勤勉手-'i

6ノI期1．6

12〃期2．0

3月期0．55

i汁、1.15

職制上の段階､職務の

級等による加算措股

月分

月分

月分

月分

0．6〃分

0．6〃分

1.2〃分

有

〔2年庇支給削合〕

期求振ツ1勤勉手当

6ノIin1.6

12ノ1IW2.0

3JJ1510.55

計′1.15

職制上の段階､職務の

､級等による加算措樋

雁凹1

分
分
分
分

ｌ
ｊ
ｌ
ｌ

ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ

0．6月分

0．6月分

1.2月分

有

退職手当

〔支給率〕自己都合勧奨・定年

勤続20年21．0月

勤続25年33.75

勤続35年47．5

最高限度額60．0

1人当たり
平均支給額

月
月
月

分
分
分
分

28.875月分

“､55月分

62.7月分

62.7月分

5.768千円15.439--PMI

その他の加算措慨定年前早m退職特例措慨

退鞭時（2％～20％加猟）

特別外給原IW2り･給

〔支給率〕

勤続20年

勤続25年

勤続35イド

妓高限度額

fl己郁合

21.0月分

33.75月分

47.5)¥分

60．0〃分

勧奨・定年

28.875月分

44.55月分

62.7月分

62.7月分

その他の加弾措慨定年Iill早期退職特例措髄

職時（2％～20％加算）

特別ﾂf-給b;cⅡリ1妙俸

特殊鋤傍

一手§i

（
2年度

件通会計）

分

1職員全体に,',-める手:".支給職仙の削介

支給対象職Ul人当たり平均支給年額

手？Jiの稲噸（手当牧）

代表的な

手当の名称

支給額の多い手111

多くのり脱uに迄給さオして

いる‐炉？11

全職航

15．3％

40.8791'!

11

社会編祉手型1

社会禍祉手当

時
側
外
勤
勝
手
洲

（
将
通
会
計
）

２
年
度

元

年

度

支給総額

職Ul人当たり
支給総年額

支給総額

職仙1人当たり
支給総年額

73,985千円

195千I'l

72,447千円

186千円

内 容

分 支給典｛'|： 手-".額（月額）

扶
挺
手
当

次に掲げる荷で他に生

i汁の途がなく、狼として

その職ilの扶餐を受けて

いる荷。

配偶者、18歳未満の子

及び係､18歳未満の弟妹、
60版以上の父は及び祖父

雌、!R度心身陳‘,!f打。

配偶者

配偶者

以外

1人側
配偶者有

配偶者

2人目

3人口以上

le.ooon

4,500円

10,5“円

4,500円

1,000円

住

j'＋

手

､【グ
ーI

(併家）住宅を僻り受け

月額ll.OOOIHを

超える家箇を支

払っている職興。

(I'l'CI)自色七を所ｲ『して

いるI磯u、

(併家）

1）家賛'21.000P1以下支払っている職風。
支給額＝家箇の月額-11,000円
2）家麓21,0001リを超えて支払っている
職t』。

･支給額＝ 1

(家画一21,000円）×2

13,000円|浪度
+10,000|'|

(I'l宅)l.OOOP1
ただし、取ｲ1卜後5年間は2,500|'J

通
勤
手
１℃’

j山勤距離が片適2km以

tになる者で．交述機関

をFiJHIし、あるいは交通

"l典を使用してi血鋤して

いるi倣興。

(交通機関利用背）

迩賃相当額。ただし.rm淳柚当額が
30.000|i]を超える場合は、30.000円に

その超えた額の2分の1の額(5,000円
限度)・を加卵した額。

(交通用具利用荷）

使川l距離が片道5km未満2.000|'J
使川卸雌が片道5km以l.lOkm未満

使川距離がﾉi'Jii'lOkiti以上15km未潤

使川距離が片道15km以上20km未満

使川距離が片道20km以上25km准満

使川距離が片道25km以'二30kmﾉk満

4,1001'!

6,2001'!

8,3001'!

10,4001'!

12,500|'|

使川距離が片道30km以上14,6001'!

分

給料(縦酬）

jl額
期未手P'l

ill

災

助
役

収
入
役

雛
及

刑
難
民

‘雛

“

750.0001'!

625.Ⅸ)0I'!

565.0001'!

370.()Ⅸ〕111

335.0001'!

310.0001'!

(支給荊合）

6ﾉj期1．6〃分

12)!期2.0ノ1分

3ノJIM0.55月分

,{|-1.15ﾉ1分

inmmイ1．



市
史
編
纂
だ
よ
り
同
回
 

驚
鷲
欝
ー
 

, 
皿 

近
世
部
会
浅
 

A局
 
有
 
子
 

（第746号）⑥ 広報ごしょがわら 平成 3 年（1991年）11月1 

去
る
七
月
ニ
十
日
か
ら
一
一
十
五
日
の
問
、
五
所
川
原
市
史
編

集
委
員
会
で
は
、
市
内
の
旧
家
所
蔵
の
史
料
の
調
査
と
整
理
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
調
査
した
羽
野
木
沢
の
阿
部
育
也
家

文
書
の
う
ち
、
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

阿
部
家
 

文
書
の
概
要
 

阿
部
家
文
書
に
含
ま
れ
る
近

世
文
書
は
、
①
阿
部
家
の
経
営

に
関
わ
る
も
の
、
②
阿
部
家
の

家
に
関
わ
る
文
書
、
③
幕
末
前

後
に
収
集
さ
れ
た
絵
図
類
、
④

和
漢
書
籍
、
な
ど
に
類
別
で
き

ま
す
。
こ
の
う
点
回
の
絵
図類

に
は
、各
藩
の
勤
番
所
や
台
場
、
 

ま
た
運
上
所
や
番
屋
な
ど
が
記

さ
れ
た
幕
末
の
蝦
夷
地
図
や
、
 

外
国
船
が
描
か
れ
た
明
治
初
年

の
函
館
港
図
な
ど
、興
味
深
い

絵
図
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

①
に
は
、
明
治
初
年
に
津
軽
藩

で
実
施
さ
れ
た
藩
士
帰
農
策
で

あ
る
「
帰
田
法
」
 
に関
す
る
史

料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
 「帰
田
法
」
 
の
実

施
に
よ
っ
て
無
償
で
耕
地
を
得
 
 

た
藩
士
が
、
も
と
の
地
主
で
あ

る
阿
部
家
へ
ま
た
そ
の
耕
地
を

売
却
し
た
史
料
な
ど
が
み
ら
れ

ま
す
。
 

阿
部
家
 

の
由
緒
 

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
阿

部
家
の
 
「由
緒
書
」
 
の
ーつ
で

す
。
阿
部
家
に
は
い
く
種
類
か

の
「
由
緒
書
」
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
最
も
よ
く

整
理
さ
れ
た
も
の
の
ー
つ
で
、
 

幕
末
に
書
か
れ
た
「
由
緒
書
」
 

が
、
以
下
に
ご
紹
介
す
る
も
の

で
す
。
 

先
祖
阿
部
三
左
衛
門
儀
本
国

越
前
三
国
に
て
、
寛
永
年
中

兄
弟
弐
人
御
国
へ
下
り
、（中

略
）
、
私
方
先
祖
三
左
衛
門

儀
、
羽
野
木
沢
村
の
当
屋
敷

へ
住
居
つ
か
ま
つ
り
、
天
和
 
 

の
頃
よ
り
田
方
百
五
六
拾
人

役
出
作
つ
か
ま
つ
り
候
旨
伝

え
承
り
、
別
て
は
曽
祖
父
「
一

左
衛
門
代
元
文
の
頃
よ
り
、
 

親
弥
五
左
衛
門
代
天
明
三
卯

年
ま
で
、
年
々
田
方
三
百
人

役
ず
つ
畑
方
と
も
多
く
出
作

つ
か
ま
つ
り
候
由
 

右
の
よ
う
に
、
阿
部
家
は
、
越

前
三
国
の
出
身
で
、
寛
永
年
間
 

（
一六
二
四
、
四
三
）
に
津
軽

へ
移
住
し
、
天
和
年
間
頃
（
一

六
八
一
、
八
三
）
か
ら
田
方
百

五
十
人
役
（
一
人
役
は
約
二
百

坪
）
を
経
営
し
て
い
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
 「出
作
」
は
、
 

自
分
の
居
村
以
外
の
村
に
も
耕

地
を
持
っ
て
い
て
、
そ
こ
へ
出

か
け
て
い
っ
て
耕
作
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
津
軽
藩
に
は
、
 

甲
州
や
信
州
な
ど
津
軽
以
外
の

出
自
を
持
ち
、
近
世
初
頭
以
降

の
新
田
開
発
に功
を
あ
げ
た
人

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
阿

部
家
も
そ
う
し
た
新
田
開
発
者

の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し

よ
う
。？」う
し
て
天
明
三
年
（
一

七
八
三
）
ま
で
、
田
方
三
百
人
 
 

役
と
多
く
の
畑
方
を
経
営
し
て

い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
 
「由
緒
書
」
 
の
興
味深

い
点
は
、
阿
部
家
の
田
畑
を
実

際
に
耕
作
す
る
奉
公
人
に
つ
い

て
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
 

奉
公
人
多
く
御
座
候
て
、
壱

人
五
拾
目
位
よ
り
六
拾
目
位

ま
で
の
給
代
に
て
、
右
に
準

じ
日
雇
取
り
の
者
も
多
く
召

使
、（中
略
）
、然
る
と
こ
ろ
同

年
凶
歳
に
て
死
絶
・
他
散
の

者
多
く
、
奉
公
人
不
足
に
あ

い
成
り
、
翌
辰
年
十
一
月
叔

父
三
郎
右
衛
門
と
申
す
者
、
 

秋
田
ま
で
他
散
の
者
呼
び
越

し
に
差
し
遺
わ
し
候
旨
 

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
天
明
く

ら
い
ま
で
は
、
奉
公
人

一
人
に
 

．
付
き
国
銭
五
十
目
位
か
ら
六
十

目
位
の
給
料
を
払
っ
て
い
た
と

記
し
て
い
ま
す
。
国
銭
五
十
目

は
、
金
二
歩
（
金
四
歩
で
一
両

と
な
る
）
に
あ
た
り
ま
す
。
し

か
し
、
天
明
三
年
の
大
飢
瞳
に

よ
る
農
民
の
死
亡
や
逃
散
は
、
 

阿
部
家
の
経
営
に
も
少
な
か
ら
 
 

ぬ
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
天
明

四
年
（
一
七八
四
）
に
な
る
と
、
 

阿
部
家
の
親
族
三
郎
右
衛
門
が
、
 

秋
田
へ
奉
公
人
の
募
集
に
で
か

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
奉
公
人

の
不
足
は
、
給
金
の
高
騰
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
 

津
軽
藩
と
の
 

関
わ
り
 

一
方
、阿
部
家
は
津
軽
藩
政

と
も
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
い
 

ま
し
た
。
た
と
え
ば
八
代
当
主

弥
五
右
衛
門
は
、天
明
七
年
（
一

七
八
七
）
に
大
庄
屋
に
任
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
子
弥
八
郎

は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三）
 

に
不
作
の
た
め
「
繰
出
来
」
を

命
じ
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
，
同

十
三
年

（
一
八
一
六）
に
代
官

の
手
代
に
任
じ
ら
れ
て
い
ます
。
 

そ
の
後
文
政
十
年
（
一八
一
一七
）
 

に
至
り
、「御
繰
合
御
用
取
扱
」
 

役
と
い
う
藩
財
政
に
関
わ
る
役

職
に
任
じ
ら
れ
、
「勘
定
小
頭

格
」
の
格
式
を
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

以
上
、
阿
部
家
の
「由
緒
書
」
 

を
中
心
に
ご
紹
介
し
て
き
ま
し

た
が
、
前
述
の
よ
う
に
阿
部
家

に
は
、
他
に
も
多
く
の
興
昧
深

い
史
料
が
あ
り
ま
す
。
 

貴
重
な
史
料
 

続
々
と
 

ま
た
、
七
月
の
調
査
で
は
、
 

特
徴
あ
る
多
く
の
近
世
史
料
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

俵
元
の
三
上
孔
理
家
に
は
、
膨

大
な
経
営
文
書
と
と
も
に
、霜

漢
三
才
図
絵
」
全
巻
を
は
じ
め

と
し
て
、
貴
重
な
和
漢
書
が
多

く
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
 こ
れ

ら
の
和
漢
書
は
、
豪
農
の
文
化

活
動
の
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
る

も
の
で
す
。
 

ま
た
、
毘
沙
門
の
杉
山
一
郎

家
に
は
華
岡
滑
洲
の
流
れ
を
く

む
医
学
書
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
で

い
ま
す
。
吹
畑
の
和
田
健
次
家

に
は
、
安
政
二
年

（
一
八
互

五
）
に
津
軽
藩
が
行
っ
た
「神
社

微
細
調
社
寺
由
緒
書
上
帳
」
の

控
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
飯
詰

の
今
柾
義
家
に
は
庄
屋
を
勤
め

て
い
た
時
に
書
き
留
め
た
 
「御

用
留
」
が
あ
り
、
鶴
ケ
岡
の
開

米

一
功
家
に
は
先
祖
の
履
歴
を

記
し
た
「
由
緒
書
」
が
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
 こ
れ
ら
の
興
味

深
い
史
料
に
つ
い
て
は
、
ま
た

次
の
機
会
で
ご
紹
介
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

e
 

e
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去
る
七
月
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
の
間
、
五
所
川
原
市
史
編

集
委
員
会
で
は
、
市
内
の
旧
家
所
蔵
の
史
料
の
調
査
と
整
理
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
調
査
し
た
羽
野
木
沢
の
阿
部
育
也
家

文
書
の
う
ち
へ
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
藩
士
が
、
も
と
の
地
主
で
あ

阿
部
家
島
葵
へ
ま
た
そ
の
篭
を

文
書
の
概
要
潮
蝶
史
料
な
ど
が
み
ら
れ

世
澱
噂
鯛
雛
濡
溌
阿
部
家

に
関
わ
る
も
の
、
②
阿
部
家
の

の
由
緒

家
に
関
わ
る
文
書
、
③
幕
末
前

後
に
収
集
さ
れ
た
絵
図
類
、
④
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
阿

和
漢
書
籍
、
な
ど
に
類
別
で
き
部
家
の
「
由
緒
番
」
の
一
つ
で

ま
す
。
こ
の
う
ち
③
の
絵
図
類
す
。
阿
部
家
に
は
い
く
種
類
か

に
は
、
各
藩
の
勤
番
所
や
台
場
、
の
「
由
緒
響
」
が
残
さ
れ
て
い

ま
た
運
上
所
や
番
屋
な
ど
が
記
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
最
も
よ
く

さ
れ
た
幕
末
の
蝦
夷
地
図
や
、
整
理
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
、

外
国
船
が
描
か
れ
た
明
治
初
年
幕
末
に
書
か
れ
た
「
由
緒
書
」

の
函
館
港
図
な
ど
、
興
味
深
い
が
、
以
下
に
ご
紹
介
す
る
も
の

絵
図
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
す
。

①
に
は
、
明
治
初
年
に
津
軽
藩
先
祖
阿
部
三
左
衛
門
儀
本
国

で
実
施
さ
れ
た
藩
士
帰
農
策
で
越
前
三
国
に
て
、
寛
永
年
中

あ
る
「
帰
田
法
」
に
関
す
る
史
兄
弟
弐
人
御
国
へ
下
り
、
（
中

料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
略
）
、
私
方
先
祖
三
左
衛
門

た
と
え
ば
、
「
帰
田
法
」
の
実
儀
、
羽
野
木
沢
村
の
当
屋
敷

施
に
よ
っ
て
無
償
で
耕
地
を
得
へ
住
居
つ
か
ま
つ
り
、
天
和

市
史
編
慕
だ
よ
り
〔
回

“

近
世
部
会
浅

の
頃
よ
り
田
方
百
五
六
拾
人

役
出
作
つ
か
ま
つ
り
候
旨
伝

え
承
り
、
別
て
は
曽
祖
父
三

左
衛
門
代
元
文
の
頃
よ
り
、

親
弥
五
左
衛
門
代
天
明
三
卯

年
ま
で
、
年
々
田
方
三
百
人

役
ず
つ
畑
方
と
も
多
く
出
作

つ
か
ま
つ
り
候
由

右
の
よ
う
に
、
阿
部
家
は
、
越

前
三
国
の
出
身
で
、
寛
永
年
間

二
六
二
四
～
四
三
）
に
津
軽

へ
移
住
し
、
天
和
年
間
頃
二

六
八
一
～
八
三
）
か
ら
田
方
百

五
十
人
役
二
人
役
は
約
二
百

坪
）
を
経
営
し
て
い
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
出
作
」
は
、

自
分
の
居
村
以
外
の
村
に
も
耕

地
を
持
っ
て
い
て
、
そ
こ
へ
出

か
け
て
い
っ
て
耕
作
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
津
軽
藩
に
は
、

甲
州
や
信
州
な
ど
津
軽
以
外
の

出
自
を
持
ち
、
近
世
初
頭
以
降

の
新
田
開
発
に
功
を
あ
げ
た
人

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
阿

部
家
も
そ
う
し
た
新
田
開
発
者

の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
こ
う
し
て
天
明
三
年
（
一

七
八
三
）
ま
で
、
田
方
三
百
人

倉
有
子

役
と
多
く
の
畑
方
を
経
憐
し
て

い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
・

こ
の
「
由
緒
書
」
の
興
味
深

い
点
は
、
阿
部
家
の
田
畑
を
実

際
に
耕
作
す
る
奉
公
人
に
つ
い

て
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
奉
公
人
多
く
御
座
候
て
、
壱

人
五
拾
目
位
よ
り
六
拾
目
位

ま
で
の
給
代
に
て
、
右
に
準

じ
日
雇
取
り
の
者
も
多
く
召

使
全
中
略
）
、
然
る
と
こ
ろ
同

年
凶
歳
に
て
死
絶
・
他
散
の

者
多
く
、
奉
公
人
不
足
に
あ

い
成
り
、
翌
辰
年
十
一
月
叔

父
三
郎
右
衛
門
と
申
す
者
、

秋
田
ま
で
他
散
の
者
呼
び
越

し
に
差
し
遣
わ
し
候
旨

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
天
明
く

ら
い
ま
で
は
、
奉
公
人
一
人
に

付
き
国
銭
五
十
目
位
か
ら
六
十

目
位
の
給
料
を
払
っ
て
い
た
と

記
し
て
い
ま
す
。
国
銭
五
十
目

は
、
金
二
歩
（
金
四
歩
で
一
両

と
な
る
）
に
あ
た
り
ま
す
。
し

か
し
、
天
明
三
年
の
大
飢
鍾
に

よ
る
農
民
の
死
亡
や
逃
散
は
、

阿
部
家
の
経
営
に
も
少
な
か
ら軒

ぬ
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
天
明

四
年
二
七
八
四
）
に
な
る
と
、

阿
部
家
の
親
族
三
郎
右
衛
門
が
、

秋
田
へ
奉
公
人
の
募
集
に
で
か

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
奉
公
人

の
不
足
は
、
給
金
の
高
騰
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

一
方
、
阿
部
家
は
津
軽
藩
政

と
も
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。
た
と
え
ば
八
代
当
主

弥
五
右
衛
門
は
、
天
明
七
年
（
一

七
八
七
）
に
大
庄
屋
に
任
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
子
弥
八
郎

は
、
文
化
十
年
二
八
一
三
）

に
不
作
の
た
め
「
繰
出
来
」
を

命
じ
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
．
脚

十
三
年
二
八
一
六
）
に
代
官

の
手
代
に
任
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）

に
至
り
、
「
御
繰
合
御
用
取
扱
」

役
と
い
う
藩
財
政
に
関
わ
る
役

職
に
任
じ
ら
れ
、
「
勘
定
小
頭

格
」
の
格
式
を
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
以
上
、
阿
部
家
の
「
由
緒
書
」

を
中
心
に
ご
紹
介
し
て
き
ま
し

た
が
、
前
述
の
よ
う
に
阿
部
家

に
は
、
他
に
も
多
く
の
興
味
深

い
史
料
が
あ
り
ま
す
。

津
軽
藩
と
の

関
わ
り

ま
た
、
七
月
の
調
査
で
は
、

特
徴
あ
る
多
く
の
近
世
史
料
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

俵
元
の
三
上
孔
理
家
に
は
、
膨

大
な
経
営
文
書
と
と
も
に
、
『
和

漢
三
才
図
絵
』
全
巻
を
は
じ
め

と
し
て
、
貴
重
な
和
漢
書
が
多

く
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
和
漢
群
は
、
豪
農
の
文
化

活
動
の
面
か
ら
も
注
目
さ
れ
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
毘
沙
門
の
杉
山
一
郎

家
に
は
華
岡
清
洲
の
流
れ
を
く

む
医
学
書
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。
吹
畑
の
和
田
健
次
家

に
は
、
安
政
二
年
二
八
通

五
）
に
津
峰
藩
が
行
っ
た
「
神
社

微
細
調
社
寺
由
緒
森
上
帳
」
の

控
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
飯
詰

の
今
柾
義
家
に
は
庄
屋
を
勤
め

て
い
た
時
に
書
き
留
め
た
「
御

用
留
」
が
あ
り
、
鶴
ケ
岡
の
開

米
一
功
家
に
は
先
祖
の
履
歴
を

記
し
た
「
由
緒
密
」
が
保
存
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
興
味

深
い
史
料
に
つ
い
て
は
、
ま
た

次
の
機
会
で
ご
紹
介
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
史
料

続
々
と

ー一マー 串一口－．一
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五所川原市交通安全対策協議会 
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三
人
の
男

の
子
あ
り
り
し
が

農

つ
が
ず
老

い
た
る
兄

の
今

に
耕
す
 

佐
藤
 
義
則
 

庭

の
木
に

大
き
く
張
っ

て
残

る
巣
に

朝
露

と
蜘
妹

静
寂
に

織
る
 

小
笠
原

俊
亮
 

予
期
せ
ざ

る
雷
ひ
び

き
馬

の
仔

は
体
び

く
り
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ふ
る

は
し

て
立

つ
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L
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美
 

ミ
シ
ン
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孫
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ワ
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ピ
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き
折

り
か
ざ
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て
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と
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五
所

川
原

短
歌

会
 

産
休
の
母

の
手
を

引
く
女

の
子
う

れ
し
さ

あ

ふ
れ
る
笑
顔

を
見
せ
て
 

大
久
保
堪
三
 

市
で
は
十
H
九
目
、
市
中
央

公
民
館
で
結
婚
五
十
年
を
迎
え

た
四
十
四
組
の
夫
婦
の
皆
さ
ん

を
祝
福
す
る
合
同
金
婚
式
を
開

き
ま
し
た
。
 

式
に
は
四
十
四
組
の
う
ち
四
 
 

十
二
組
の
夫
婦
が
出
席
し
、
佐

々
木
市
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
 

各
夫
婦
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。
 

来
賓
祝
辞
に
続
き
、
川
浪
重

次
郎
さ
ん
・き
や
さ
ん
夫
妻
（
鶴
 
 

ケ
岡
）
が
「
こ
の
表
彰
を
契
機

と
し
て
、
地
域
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
唐
笠
柳
の
春
藤
浅
L
 

さ
ん
・
せ
つ
さ
ん
夫
妻
が
 
「結

婚
圧
ト
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し

て
、
こ
1
1ま
で
歩
ん
で
き
た
人

生
を
m胃
、

出
席
者
に
深
い
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
出
席
し
た
人
達
は

昼
一
食
をと
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
1
1た
ご
夫
婦
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

【
戸
勇

・
マ
キ
（
鳥
森
）
、伊
藤

止
彦

・
忍
子
（
ド
平
井
町
）
、瓜

田
策
臓

・
キ
七
〔
中
平
井
町
）
、
 

工
藤
正
策
・
き
よ
、水
L
禁
三
・

キ
ェ
（
以
L
栄
町
）
、中
谷
正
治

・

ミ
キ
（
」＼
葉
）
、長
尾
光
雄

・
チ

ョ
、
蒔
川
操

・
た
け
み
、
平
山
 

H
出
夫

・
ミ
ョ
ェ
（
以
L
元
町
）
 

藤
田
辰
造
・
ち
る
（
松
島
町
）
、
 

宮
川
健
三
郎
・
と
み

（
新
宮町
）
、
 

成
田
善
作

・
ト
七
（
広
田
）
、三

橋
勘
四
郎
ら
な
（

湊
）
、山
田

武
雄

・
ッ
ョ
（
稲
実
）
、小
山
内
 
 

豊
古

・
ム
ノ
【
中
泉）
、鈴
木
太

左
衛
門

・
た
け
、
前
田
秀
雄
・

ツ
サ

（
以
上
梅
田
）
、
阿
部
三
之

娠

・
き
さ
、
三
L
清
十
郎
・
ッ

カ
（以
L
原
子
）
、阿
部
謙
五
郎
・

ミ
ッ
、
阿
部
正
一

・
サ
ッ
（
以
 

L
羽
野
木
沢
）
、須
藤
久
造
・
う

め

一
高
野」
、秋
田
由

一
・
か
し
 

（
浅
井）
、秋
田
寅
太
郎
‘
あ
ぐ

り
、
工
藤
磯
次

・
ヤ
サ
（
以
上

俵
元
）
、太
田
秀
男

・
ミ
工
、
片

岡
喜
代
志

・
み
よ
（
以
上
松
野

木
）
、じ
藤
米
吉
‘
た
よ
（
米田
）
、
 

春
藤
浅
L

・
せ
つ
（
唐
笠
柳
）
、
 

高
橋
彦
作

・
ス
ョ
（
漆
川
一
、竹

谷
愉
次
郎
・
ッ
ョ
、
占
村
H
・

リ
チ

（以
L
太
刀
打
）
、佐
藤
藤

夫
・
ト
シ
、
柳
原
輿
四
郎
・
満

江

（以
L
飯
詰
）
、太
田
良
雄
・

ヘ
ナ
ィ
、
北
川
光
男

・
キ
ョ
、
 

由
目
竹
四
郎

・
み
さ
を

（以
ヒ

毘
沙
門
」
、青
山
繁
雄

・と
み
江
、
 

．
戸
健
太
郎
・
ッ
セ
、
工
藤
葉

・

愛
子

（以
L
藻
川
）
、小
笠
原
久

雄

‘
せ
つ
、
川
浪
重
次
郎

・
、
‘
 

や

（以
k
鶴
ケ
岡
）
、岡
田
伊
．
 

郎

・
キ
ョ
ミ

（
沖飯
詰
）
 

お礼のことばを述べる川浪ご夫妻 
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式ま祝Iﾉ'1-1民ll>
にし福｜‐館で
はたすIﾉqでは
|ﾉnoる組結I-
I-合の僻ノ1
1凡Ih1夫ノfノし
純金締I11
の婚の年、
う式皆を市
ちをさ迎t'
lﾉq開んえ央

四
十
四
組
が
合
同
Ｊ
金
婚

ｔ
・
組
の
夫
姉
が
出
席
し
、
佐

々
木
市
長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、

各
夫
峨
に
表
彰
状
と
記
念
品
を

手
渡
し
ま
し
た
。

来
資
祝
辞
に
続
き
、
川
浪
電

次
郎
さ
ん
・
き
や
さ
ん
夫
舞
（
鶴

一

お礼のことばを述べる川浪ご夫妻

ケ
岡
）
が
．
あ
表
彰
を
契
機

と
し
て
、
地
域
の
発
展
に
重
献

し
て
い
き
た
ど
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

ま
た
、
唐
笠
柳
の
存
膝
浅
上

さ
ん
・
せ
つ
さ
ん
夫
必
が
「
結

幡
脈
卜
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し

て
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
人

嘘
を
語
り
、
出
席
行
に
深
い
感

銘
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
後
、
出
席
し
た
人
達
は

昼
食
を
と
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

淡
彩
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
敬
称
雌
）

。
（
塊
・
マ
キ
（
烏
森
）
、
伊
牒

正
彦
・
忍
子
（
ド
平
井
Ｕ
、
瓜

田
楽
職
・
キ
セ
（
中
平
井
虹
、

正
藤
正
楽
・
き
よ
、
水
上
楽
二
．

キ
エ
（
以
上
栄
哩
、
中
谷
正
治
．

ミ
キ
（
杵
堆
）
、
長
尾
光
雄
・
チ

ヨ
、
畔
剛
操
。
た
け
み
、
平
山

Ⅱ
州
夫
・
ミ
ョ
エ
〈
以
ｋ
元
町
）

雌
川
辰
造
・
ち
る
（
松
雌
Ｕ
、

悔
川
雌
…
郎
・
と
み
一
新
宮
町
）
、

成
剛
善
作
・
ト
セ
｛
広
田
）
、
ざ
・

橋
勘
四
郎
・
つ
な
（
湊
）
、
山
田

武
雄
・
シ
ョ
ー
稲
実
）
、
小
山
内

蝦
吉
・
ム
ラ
（
中
泉
茸
鈴
木
太

左
術
門
・
た
け
、
前
田
秀
雄
・

ツ
サ
（
以
上
梅
田
）
、
阿
部
量
之

延
・
き
さ
、
。
↑
腹
清
十
郎
・
シ

カ
（
以
ｋ
原
子
）
、
阿
部
雛
五
郎
．

ミ
ツ
、
阿
部
庇
、
・
サ
ッ
（
以

ｋ
羽
晦
木
沢
『
須
藤
久
造
・
う

め
（
商
瞬
『
秋
田
由
↓
・
か
し

（
浅
井
声
秩
剛
寅
太
郎
・
あ
ぐ

り
、
工
藤
磯
次
・
ヤ
サ
（
以
上

俵
元
）
、
太
田
秀
男
・
ミ
ヱ
、
片

岡
醇
代
志
・
み
よ
（
以
上
松
野

木
）
、
に
藤
米
吉
・
た
よ
（
米
川
）
、

祥
藤
浅
じ
・
せ
つ
一
晦
箪
抑
）
、

商
橘
彦
作
・
ス
ヨ
（
漆
川
『
竹

谷
蝿
次
郎
・
ツ
ョ
、
志
村
派
・

リ
チ
（
以
ｋ
太
刀
打
式
佐
藤
騰

夫
・
ト
シ
、
柳
原
輿
川
郎
・
満

江
（
以
上
飯
誌
）
、
太
田
良
雄
・

ヘ
ナ
イ
、
北
川
光
男
・
キ
ヨ
、

山
口
竹
凶
郎
・
み
さ
を
（
以
ｋ

腿
沙
門
声
仔
山
繁
雄
・
と
み
江
、

・
戸
鯉
太
郎
・
ツ
セ
、
工
膝
楽
．

愛
子
（
以
上
藻
川
声
小
箪
原
久

雄
・
せ
つ
、
川
浪
重
次
郎
・
き

や
（
以
ｋ
鶴
ケ
岡
『
岡
田
伊
竃

郎
・
キ
ョ
ミ
〈
沖
飯
誌
）

式
一
Ｊ

－交通安全は家庭から一

交通事故概況

、
ミ
、
ン

子
Ｌ
つ

庭
の
木
に
大
き
く
張
っ
て
残
る
巣
に
朝
露
と
蜘
雌
静
寂
に

織
る

小
塩
原
俊
亮

予
期
せ
ざ
る
蒲
ひ
び
き
馬
の
仔
は
体
ぴ
く
り
と
ふ
る
は
し

て
立
つ
山
上
和
美

産
休
の
母
の
手
を
引
く
女
の
子
う
れ
し
さ
あ
ふ
れ
る
笑
繊

を
見
せ
て
大
久
保
堪
・
毛

三
人
の
男
の
子
あ
り
り
し
が
農
つ
が
ず
老
い
た
る
兇
の
今

に
耕
す
佐
藤
義
則

と
名
を
呼
ぶ

／
踏
む
塁
は
孫
の
ワ
ン
ピ

医
厩

(平成3年1(1月20日現在）

ii.所川原市交通安全対策協議会

ｌ
ス
と
き
折
り
か
ざ
し
て

閏
弊
代
栄

五
所
川
原
短
歌
会

()Iﾉ1は前年対比。

－シートベルトしめる心が身を守る－

’

発
生

死
者

傷
者

県 内

6．053

（－I8)

０
１７
ｊｆ
－
ｌ

く

7.11I

(－6-1)

五所川原市櫛内

21:'

(－34）

ワ
ー

(－5）

252

(－52）
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「朝
の
中
で
」
 

私
の

風
旦
示
 

」
こ
が
好
き
で
す
（
回
）
 

珍
 
田
 

広
 

子

さ
ん
 

（
市
内
松
島
町

一
丁
目
七
五
）
 

生
剛
，
私
の
体
重
は
、
五
 
ど

う
し
よ
う
か
と
考
え
、
と

十
キ
ロ
で
し
た
。
そ
れ
が
．
最
 
に
か

く
走
る
こ
と
を
決
心
し
ま

近
で
は
，
五
十
五
キ
ロ
で
す
。
 
し
た
。
 

最
初
は
，
あ
ち
こ
ち
の
薪
し

い
家
を
眺
め
な
が
ら
走
っ
て
い

ま
し
た
が
、
み
つ
か
り
ま
し
た

私
の
「
景
色
」
。右
側
の
屋
根
は

殆
ん
ど
ブ
ル
ー
な
の
に
．
 一
軒

だ
け
、
黄
色
の
家
が
あ
り
，
一
」
 

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
好
き
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
更
に
右

側
は
‘
林
に
な
っ
て
い
て
、
そ

の
向
う
に
は
、
田
ん
ぽ
が
広
が

り
、
こ
こ
（
来
る
と
、
ほ
っ
と

し
て
心
が
休
ま
り
ま
す
。
 

朝
の
五
時
か
ら
六
時
。
思
い

き
り
両
手
を
広
げ
深
呼
吸
を
す

る
と
、
本
当
に
空
気
が
う
ま
い

の
で
す
。
走
る
こ
と
の
始
め
の

日
標
は
減
」屯
だ
っ
た
の
に
、
今

で
は
体
市
の
こ
と
よ
り
も
、
》
」
 

の
素
晴
ら
し
い
景
色
の
中
で
、
 

い
ろ
ん
な
人
迷
に
め
ぐ
り
会
え

る
こ
と
の
方
が
と
て
も
楽
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

   

肩7ii//4覇姦1縄 

I-lo月27日同～1明9日田 

読書の秋です 

今一度．ノ 
太宰治をでノ 

市立図書館では、J)jI川1、太宰治関係の図書

を展示いたします。 

太宰治は、隣接する金木町の出身であり、 1L 

所川原にとっては、 もっとも思lしみのある作家

ではないでhしょうか‘, 

貸出用の本も用意いたします。 

普、 一度は手にした本、i涜みたいと思いなが

ら遣」、 そのま、になってしまった本などあるこ

とと思います。 

この機会に、今一度、あなたt」郷1：作家、太

宰治の作品にふれてみませんか。 

市屍⑩みなさ施 
一犯罪捜査にご協力を 

お願いします一 

■指名手配人の 
検挙にご協力を！ 

■犯罪捜査について 
知っていることは 

積極的に通報を！ 

■聞込み捜査にご協力をノ 

■被害に遭ったときは 
l必ず届出を！ 

■「事件かなフ」と思ったら 
110番通報を！ 

L 

太
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↑
一
年
前
、
私
の
体
砿
は
、
五

十
キ
ロ
で
し
た
。
そ
れ
が
、
妓

近
で
は
、
砿
十
江
キ
ロ
で
す
。

ｑ
・
。
ｏ
９
０
１
９
、
、
８
Ｏ
０
ａ
１
ｄ
今
世
“
り
‐
Ｇ
Ｏ
Ｌ
喜
口
９
、
。
・
９
Ｆ
・
９
０
ｒ
‐
ｈ
Ｆ
．
■
■
Ｐ
山
一
リ
ト
、
ｂ
ｐ
Ｊ

１
、
。
ｌ
ｄ
Ｌ
ｑ
Ｄ
ｑ
ｊ
ｂ
。
》
《
『
ヨ
ロ
リ
．
６
０
０
■
０
１
‐
０
Ａ
１
里
．
，
１
．
・
凸
‐
令
Ｄ
■
０
９
．
８
ｔ
〃

「
朝
の
中
で
」

ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
、
と

に
か
く
走
る
こ
と
を
決
心
し
ま

し
た
。

）
こ
が
好
き
で
す
⑪

珍
田
広
子
さ
ん

（
市
内
松
島
町
一
丁
目
七
五
）

F

妓
初
は
、
あ
ち
こ
ち
の
新
し

い
家
を
眺
め
な
が
ら
走
っ
て
い

ま
し
た
が
、
み
つ
か
り
ま
し
た

私
の
「
紫
色
」
・
右
側
の
雄
松
は

殆
ん
ど
ブ
ル
ー
な
の
に
、
↑
僻

だ
け
、
鎧
色
の
家
が
あ
り
、
こ

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
好
き
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
更
に
右

側
は
、
林
に
な
っ
て
い
て
、
そ

の
向
う
に
は
、
川
ん
ぽ
が
広
が

り
、
こ
こ
へ
来
る
と
、
ほ
っ
と

し
て
心
が
休
ま
り
ま
す
。

棚
の
五
時
か
ら
六
時
。
思
い

き
り
両
手
を
広
げ
深
呼
吸
を
す

る
と
、
本
当
に
生
気
が
う
ま
い

の
で
す
。
走
る
こ
と
の
始
め
の

、
標
は
減
錐
だ
っ
た
の
に
、
今

で
は
体
露
の
こ
と
よ
り
も
、
こ

の
衆
峨
ら
し
い
鉄
色
の
中
で
、

い
ろ
ん
な
人
達
に
め
ぐ
り
会
え

る
こ
と
の
方
が
と
て
も
楽
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。

'一而民⑨みなきん1認繍編 1
＝犯罪捜査にご協力を
お願いします＝

■指名手配人の

検挙にご協力を"

■犯罪捜査について

知っていることは

積極的に通報を’

■聞込み捜査にご協力を′

■被害に遭ったときは

必ず届出を〃

■「事件かな？」と思ったら
110番通報を'

10月27日(日)~11月9日仕I

読書の秋です……

今一度／
太宰治を〃

伊

llず立似i,'ド館では、期間'I'、太宰満関係の似I群

を展示いたします。

太宰治は、I蝶接する金木町の肌身であり、ノi

"『jII原にとっては、もっとも机しみのある作家

ではないでしょうか。

麓{|}用の本も用意いたします。

許、‐‐ﾉ変は手にした本、，読みたいと思いなが

らも、そのま、になってしまった本などあるこ

とと恩いま-ﾘｰ。

この機会に、今一度、あなたも郷土作家、太

宰浩の作品Iにふれてみませんか
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平成3年度北方領土返還要求 

青森県民大会 

日本固有の領土である、歯舞群島、色丹島、 

国後島、択捉島の北方四島の、ー括返還のため、 

行政と民間が一体となり、県民の世論を結集し、 

早期返還の実現を目ざすものです。 

レ日時 平I戊 3 年11月18日（月） 午後 III寺 

＞場所 五所川原市中央公民館 

レ参加者 一般市民 

N内容 くつ北方領土返還 6 千万人署名運動 

0記念講演（講師 滞 英武）0パネル展示 

OVTR映写会 

N主催 青森県北方領土返還促進協議会 

特別災害（台風19号）による

県税及び市民税の減免措置 

この度の、台風19号により、 多大の被害を受

けられた方々に対し、言董しんでお見舞申しあ Iず
ます。 

N県税 個人事業税、不動産取得税、自動車税 

（被害の状況に応じて減免することもありま

すので、最寄りの県税事務所ハ、ご相談下さい） 

〈りんご農家のみなさまへ〉 

N市民税 りんご落果等被害の程度により、減

免することもあります。 

状況把握のため、下記により調査しますので

必要書類をご持参のうえ、各会場へおいで下さ 

し、o 

0梅沢地区 11月11日（月） 梅沢コミュニティセ

ンター 

0七和地区 11月12日（メこ） 七和コミュニティ 4! 
ンター 

0長橋地区 11月13日（水） 長橋コミ .;2. ニティセ

ンター 

0上記以外の地区 11月14日（木）・ 15日（劃 

市役所税務課 

⑨時間は、午前 9 時～午後 3 時まて各 

0ご持参するもの ①印鑑 ②販売精算の終了

したもの（仕切書等）③委託販売で精算未了

のもの（農協等の出荷証明書）④その他（在 

j車、贈答品、家事消費分の数量〔箱〕） 

レ間い合せ 財政部税務課市民税係（内線274) 

災目目図臼宅貿臼 

囲寛のE回 
住宅金融公庫では、このたびの台風19号によ 

って、住宅に被害を受けた方（10万円以上の被 

害）に対し、「災害復興住宅資金」 の融資の申し 

こみを受けています。 

）受イ寸期間 平成 3 年10月 4 日より 

平成 5 年 9 月28日まて、 

レ金利 年 5.3% 

レ融資限度額 建設資金 880万円 

補修資金 490万円 

レ返済期間●建設資金25年（ 3 年以内の元金据 

置可）・補修資金20年（ 1年以内の元金据置 

可） 

レ申し込み 住宅金融公庫業務取扱店と表示の 

ある金融機関 

レ間い合せ 住宅金融公庫東北支店 

(廿022 -227- 9311）又は業務取扱金融機関 

貸金業者の貸讐鷲鷺禦 f311 I 手げコ 

出資法では、現在貸付けの上限金利は年54.75 

%(1 日当り、0.15%） となっておりますが、 

出資法の本則金利移行日を定める法律により、 

11月1 日からの貸右十lナ分については、年40.004 

%(1日当り0. 1096%）に引き下げられます。 

ン間い合せ 県商工課商工金融班 

(廿0177 - 22- 1111 内線4162) 

台風19号による被災農家の皆様ノ、 

緊急の被災対策として、りんごの防除や苗木 つ 

の改植事業、加工りんご対策、緊急融資等を実 

施することになりました。 詳しくは、農協、農 

林課にご相談ください。 農林課（内線 217番） 

「 LPガス使用のみなさんI.,  
事故防止のため、安全器具を取り付けましょう。 

（フガス漏れ警報器 素早く感知してガス漏れを

知らせます。 

0ハイセーフ 常時、ガスの使用状態を監視し

異常があった時、ガスを自動的に遮断する、 

極めて秀れた安全器具です。 

0ヒューズコック ゴム管が抜けたり、切れた

して大量のガスが漏れた時、 ヒ -:1．ーズコック

が作動し、自動的にガスを遮断します。 

N間い合せ 青森県商工労働部鉱政保安課 

(廿0177 -22- 1111 内線4189) 

(9八'4戒3年(1991mm月1H 広報ごしょがわら (第746号）

平成3年度北方領土返還要求

青森県民大会

日本固有の領土である、歯舞群島、色丹島、

国後島、択捉島の北方四島の、一括返還のため、

行政と民間が一体となり、県民の世論を結集し、

早期返還の実現を目ざすものです。

し日時平I友3年11月18日（月）午後1時

し場所五所ill原市中央公民館

し参加者一般市民

し内容○北方領土返還6千万人署名運動

○記念講i寅（講師縄英武）○パネル展示

○VTR映写会

，主催青森県北方領土返還促進協議会

特別災害（台風19号）による

県税及び市民税の減免措置

この度の、台風19号により、多大の被害を受

けられた方々に対し、謹しんでお見舞申しあげ

ます。

P県税個人事業税、不動産取得税、自動車税

（被害の状況に応じて減免することもありま

すので、最寄りの県税事務所へご相談下さい）

《りんご農家のみなさまへ》

P市民税りんご落果等被害の程度により、減
免することもあります。

状況把握のため、下記により調査しますので

必要番類をご持参のうえ、各会場へおいで下さ
い。

o梅沢地区11月11日（月）梅沢コミュニティセ
ンター

○七和地区11月12日（火）七和コミュニティセ
ンター

○長橋地区11月13日（水）長橋コミュニティセ
ンター

○上記以外の地区11月14日(木)・15日（金）

市役所税務課

◎時間は、午前9時～午後3時まで

◎ご持参するもの①印鑑②販売糟算の終了

したもの（仕切書等）③委託販売で稲算未了

のもの（農協等の出荷証明書）④その他（在

庫、贈答品、家事消費分の数丑〔箱〕）

P問い合せ財政部税務課市民税係（内線274）

鋼自画回個弓買亀

融園の目付
住宅金融公庫では、このたびの台風19号によ

って、住宅に被害を受けた方（10万円以上の被

害）に対し､「災害復興住宅資金」の融資の申し

こみを受けています。

P受付期間平I並3年10月4日より

平成5年9月28日まで

P金利年5．3％

し融資限度額建設資金880万円

補修資金490万円

P返済期間●建設資金25年（3年以内の元金据

鍾可）・補修資金20年（1年以内の元金据置

可）

P申し込み住宅金融公庫業務取扱店と表示の

ある金融機関

し問い合せ住宅金融公庫東北支店

(a022-227-9311)又は業務取扱金融機関

胃令業者の目

騨唱'妻延
出資法では､現在貸付けの上限金利は年54.75

％（1日当り、0．15％）となっておりますが、

出資法の本則金利移行日を定める法律により、

11月1日からの貸付け分については、年40.004

％（1日当り0.1096％）に引き下げられます。

D問い合せ県商工課商工金融鉦

（缶0177－22－1111内線4162）

台風19号による被災農家の皆様へ

緊急の被災対策として、りんごの防除や苗木

の改植事業、加工りんご対策、緊急融資等を実

施することになりました。詳しくは、農協、農

林課にご相談ください。農林課（内線217番）

LPガス使用のみなさん〃

事故防止のため､安全器具を取り付けましょう。

○ガス漏れ警報器素早く感知してガス漏れを

知らせます。

○ハイセーフ常時、ガスの使用状態を監視し

異常があった時、ガスを自動的に遮断する、

極めて秀れた安全器具です。

○ヒューズコックゴム管が抜けたり、切れた

して大丑のガスが漏れた時、ヒューズコック

が作動し、自動的にガスを遮断します。

P問い合せ青森県商工労値j部鉱政保安課

（壷0177－22－1111内線4189）

“

崎
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第1回“看学祭”開催コ 
五所川原市立高等看護学院」 

"Healthy of lile" （健康の向上）をメイ 

ンテーマとして、第1回看謹学院祭を開催します。 

ン日時と内容 平成 3 年11月15日徐） 

9 時～14時 看護研究発表会 

14時～17時 健康チェック・医療関係器具等 

展示・家庭で出来る看護の実際（実演） 

11月16日（土） 

10時～12時 各学年の催物・健康チェックの 

展示・家庭で出来る看護の実際（実演） 

13時～15時 カラォケ大会（賞品は盛沢山、 

市民の皆様、大歓迎です） 

レ開催場所と間い合せ 五所川原市立高等看護 

学院（"34 - 2715) 

r竿竿’警h箇配‘7’"1 
こ 	~ ~ ‘ vりつ ~ー」 	こ 

しー嬉葱鷺貿会ほ 
津軽の民芸 『こぎん」 の刺しかたを習得し就 

業に役立てたい婦人を対象とした講習です。 

レ内容 基礎刺しから応用まて’ 

レ日時 11月13日（水）~11月14日（オく） 

（午前9 時30分～12時30分） 

レ受購料 無料（教材費 1,000円） 

レ場所 五所川原市働く婦人の家 

レ用意するもの 筆記用具（赤えんぴつを含む）、 

糸切りばさみ、ものさし、 しつけ糸 

N申し込み・間い合わせ 青森県婦人就業援助 

センター五所川原駐在所 佐々木相談員 

（五所川原市イ動く婦人の家内 廿35 -8898) 

全国青少年健全育成強調月間 
～ふれあう時間をつくろう～ 

■運動期間 
平成3年11月1日～n月加日 
※重点目標 

①青少年の社会参加活動の推進 

②健全な家庭生活の普及促進 

③職場における青少年育成活動の促進 

④地域における青少年育成活動の促進 

五所川原地区 

青少年健全育成推進員協議会 

食生活改善推進員養成講座 
の受講生募集 

健康づく りの基本は食です。 食をとおして地

域の健康づく りのお世話をしていただく食生活

改善推進員を養成する講座です。 正しい食生活

について学習をしてみませんか。 

N対象者 市内に居住する婦人で、ボランティ

ァ活動に熱意のある方。 

レ内 容 5 回コースで食生活を中心に健康づ

く りに役立つ知識と技術を学習します 

N日 時 

回 1 2 3 4 5 

月日 11月28日 
(*) 

12月 2 日 
（印 

12月 5 日 
（村 

12月 9 日 
（月） 

12月17日
因 

レ申し込み先とメ切 市保健環境課（内線 268 

・272) 11月11日まで 

※尚、申し込まれた方には後日、詳細をお知ら

せします。 又、全日程を受講した方には修了

証書を差しあげます。 

夢 、育む「緑のオーナー」募集 
（ー口50万円） 

0国有林の若い森林を対象に、伐採するまでの 

20年～30年間、あなたと国が、共同で育てる 

ものです。 

0森羽くは、国が責任をもって、手入れや管理を 

行います。 

0将来、樹木を販売した収益は、持ち分に応じ 

た配分となります。 

＞募集箇所 五所川原市飯詰山国有林133ろ4林 

小班内 

ン面積 7.34ha 

ン樹種林令 スギほか31年 

ン契約期間 25年間 

N募集口数 16 11 

レ募集期間 平成 4 年 2 月29日まて各 

レ申し込み・間い合せ 金木営材こ署総務課 

(廿0173 - 53- 3115) 

姉肖＝9自ぼ＝ーーーーーーーー一ー＝=1 
『119の日』I 

L.坐里fl-n墾121 1旦聖〉』 

N内 

午前 1 0時～午後 3 時 

レ場 所 市働く婦人の家 

レ募集人員 50 名 

レ受購料 無16ト 

レ申し込み先とメ切 市保健環境 

畷

瀞
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E重鴨II罵鴬看撰．
"Healthyof1ife"(健康の向上）をメイ

ンテーマとして、第1回看護学院祭を開催します。

P日時と内容平成3年11月15日(釣

9時～14時看護研究発表会

14時～17時健康チェック・医療関係器具等

展示・家庭で出来る希護の実際（実i寅）

11月16日(土）

10時～12時各学年の催物・健康チェックの

展示・家庭で出来る看護の実際（実演）

13時～15時カラオケ大会（賞品は盛沢山、

市民の皆様、大歓迎です）

P開侭場所と問い合せ五所川原市立高等看護

学院（金34－2715）

●琴竃なな・･ざ夢心さ-｡な。弓-Ca準起す塞接さ-犀琴冬章＝黍-毎

；「こぎん刺し」；
：技術講習会：
皐迂歩－－－…年季…参一＞きり蜜ゆぜなど＄釜

津軽の民芸rごぎん』の刺しかたを習得し就

業に役立てたい婦人を対象とした講習です。

P内容基礎刺しから応用まで

し日時11月13日(利～11月14日(村

（午前9時30分～12時30分）

修受識料無料（教材費1,000円）

し場所五所川原市働く婦人の家・

し用意するもの筆記用具(赤えんぴつを含む)、

糸切りぱさみ、ものさし、しつけ糸

し申し込み・問い合わせ青森県婦人就業援助

センター五所川原駐在所佐々木相談員

（五所川原市働く婦人の家内盃35-8898）

全国青少年健全育成強調月間
～ふれあう時間をつくろう～

■運動期間

平成3年11月1日～11月30日

※重点目標

①青少年の社会参加活動の推進

②健全な家庭生活の普及促進

③職場における青少年育成活動の促進

④地域における青少年育成活動の促進

五所川原地区

青少年健全育成推進員協議会

食生活改善推進員養成講座
の受講生募集

健康づくりの基本は食です。食をとおして地

域の健康づくりのお世話をしていただく食生活

改善推進員を養成する講座です。正しい食生活

について学習をしてみませんか。

P対象者市内に居住する婦人で、ボランティ

ア活動に熱意のある方。

P内容5回コースで食生活を中心に健康づ

くりに役立つ知識と技術を学習します

P日時

回 1 2 3 4 5

月日
11月28日
(村

12月2日
(月）

12月5日
(利

12月9日
(月）

12月17日
㈹

午前10時～午後3時

し場所市働く婦人の家

P募集人員50名

し受講料無料

、申し込み先と〆切市保健環境課（内線268

・272）11月11日まで

※尚、申し込まれた方には後日、詳細をお知ら

せします。又、全日程を受講した方には修了

証番を差しあげます。

夢､育む『緑のｵー ﾅー 』募集
（一口50万円）

○国有林の若い森林を対象に、伐採するまでの

20年～30年間、あなたと国が、共同で育てる

ものです。

○森林は、国が責任をもって、手入れや管理を

行います。

○将来、樹木を販売した収益は、持ち分に応じ

た配分となります。

P募集箇所五所川原市飯詰山国有林133ろ4林

′j､鉦内

し面菰7．34ﾉ1α

し樹種林令スギほか31年

似契約期間25年間

し募集口数16口

し募集期間平成4年2月29日まで

P申し込み・問い合せ金木営林署総務課

（査0173－53－3115）

踊頁百百藤－一一.~、

|火事と救珊僻！i窒墜
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福 祉、 

平成4年度母子・寡婦福祉資金 

（修学資金等）予約貸付の受付 

ト対象者 経済的に困難な事情にある母子・ I.) 

婦家庭で、児童が高等学校、気1」り］大学、大‘戸、 

高等専門学校に進学もしくは入所を希望する 

もの。 

ト提出書類 

①貸付 'Ii請書（福祉事務所にありますJ 

②添付書類 

(-7)貸付申請者の戸籍謄本 

（ィ）配 fI」l者のない女子で現に児童を扶養してい 

ることを証明する書類 

（ウ〕進学証明 在学している学校からの進学証 

明書 

（ェ）支度資金所要額内訳書（以上（ィ沖ク）くコりの用紙

は福も上事務I祈にあります。） 

ト提出期限 11月26日伏） 

ト貸付けの仮決定 平成 4 年 1月末日までに仮

決定し、本人に通知する予定。 

ト貸付けの本決定と資金の交付 

①修学資金・修業資金 

仮決定された人の児童が高等学校等に入学

し、在学言「E明書の提出がなされたものに対し、 

4 年 4 月中に本決定し同月末口までに資金交

付の予定。 

②就学支度資金 

仮決定された人で、高等学校等の選考試験

に合格し、その合格通知書等により入学が確

実になった tJのについて、 4 年 3 月中に本決

定し同年 4 月末日までに資金交付の予定。 

ト間い合せ・書類の提出 市福祉事務所児童係 

(か35 -2111 内線243) 

北方の 
領土かえる日 

平和の日 

母子家庭等の医療給付の 
	 制度が改正 

今までは、義務教育終了前（中学校卒業、満 

15歳まで）の児童のみを医療給付の対・象として

いましたが、平成 3年10月 I日より、児竜の年

令を満18歳まで引き上げることになりましたロ

又、これまで、対象外だった母親にも給付対

象とするI広大がなされました。 

ト詳しいことは 市福祉事務所児童係（内線24の 

ー平成 4 年度（4月入所） 

保育所入所申請受付 

ト受付期間 1 1)1 I 3日から 1 2 H 7 H まで

ト受付場所 市福祉‘ド務所・各保育所 

※ 保育11斤によっては、乳児（ 0歳児）、障害

児（軽度・中度） も入所できます。 

※ 現在、数か所の傷I育j折で定員に余裕があり

ますので、今年度中からでも入所できます。 

ト間い合せ 市福祉事務所児童係（合内線37の 

（催し・講座、、 

―文化講演会― 
ト演題 自分らしく生きる 

「一秒の重さ」 

ト講師 石川牧子氏（日本テレビアナウンサー） 

ト日時 11月11日（月） どF後 6時30分 

ト場所 五所川原市民文化会館 

ト主催 五所川原自治振興公社 

五所川原市】織員互助会 

‘。一1 
講師 
プロフィール 

●昭和24年羽月山形県鶴岡市生まれ 

．「ドキュメント70」のインタビュアー、「子供ショー」 

「日本民謡大賞」「たのしい園芸」「歯の時間です」の

司会、「ジャストニユース」のキャスター「酒井広の

うわさスタジオ」の司会アシスタント、「ウルトラク

イズ」の司会アシスタントを担当し日本テレビの顔

としての存在価値を高めつつある。 
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r母子家庭等の医療給付の‐
制度が改正一

今までは、義務教行終了前（中学校卒業、満

If)歳まで）の児童のみを医療給付の対象として

いましたが、平成3年10月1IIより、児竜の年

令を満18歳まで引きI皇げることになりました。

又、これまで、対象外だった-母親にも給付対

象とする拡大がなされました。

し詳しいことは市福祉準務所児敢係(内線243）

一一一一

福 祉

に鶏綿暴畿蒋．平成4年度母子｡寡婦福祉資金
(修学資金等）予約貸付の受付

一

し対象者経済的に唾l雑な事‘情にある．母子．寡

姉}家庭で、児:童が高等学校、短期大学、大学、

高等専門学校に進学もしくは入所を希望する

もの。

，提出書類

①貸付･申請書（福祉事務所にあります｡）

②添付型ド類

（ｱ)職付申請者の戸燕勝本

（ｲ)配偶者のない女子で現に児童を扶養してい

ることを証明する詳類

（ｳ)進学証明在学している学校からの進学証

明譜

（ｴ)支度資金所要額内訳評（以上(ｲ)(ｳ)(ｴ)の用紙

は福祉事務所にあります｡）

し提出期限11月26日（火）

，貸付けの仮決定平成4年1月末1.1までに仮

決定し、本人に通知する予定。

し貸付けの本決定と資金の交付

、修学賓金・修業資金

仮決定された人の児童が高等学校等に入学

し、在学証明評の提州がなされたものに対し、

4年4月中に本決定しI司月末nまでに資金交

付の予定。

②就学支度資金

仮決定された人で、満等学校等の選考i試験

に合桔し、その合格通知,1f等により入学が確

実になったものについて、4年3Il中に本決

定しI司年4月末日までに責金交付の予定。

惨問い合せ・書類の提出ll7福祉リド務I折児飛係

(035-2111内線243)

し受付期間11月I3日から12月7口まで

し受付場所市福祉事務所・各保育所

※保育所によっては、乳児(0歳児）、障害

児（軽度・中度）も入所できます。

※現在、数か所の保育所で定員に余裕があり

ますので、今年度中からでも入所できます。

，問い合せ市福祉目事務所児童係（壷内紡↓372）

忍･諺
へ~､~､~､~､一文化講演会へ~､~､~､~､~､，
し演題 自分らしく生きる

「一秒の重さ」

石jll牧子氏(日本テレビアナウンーリ－－）

11月11日（月）午後6時30分

五所川原市民文化会館

五所川原自治1振興公社：

五所川原市職員互助会

し講師

惨日時

，場所

し主催

一

三

戸

到

I』

「

ｊ
４

L

講師
プロフィール

o昭和24年11月山形県鶴岡市生まれ

●「ドキュメント70｣のインタビュアー、「子供ショー」

「日本民謡大賞」「たのしい園芸」「歯の時間です｣の

司会、「ジャストニュース｣のキャスター「酒井広の

うわさスタジオ｣の司会アシスタント、「ウルトラク

イズ」の司会アシスタントを担当し日本テレビの顔

としての存在価値を高めつつある。篭
■守■ロ凸

北 方の
領土かえる日

平和の日



平成 3 年（1991年）11月 1 日 	 広報ごしょがわら 
	

（第746 号）り・ 

~ほけんだより 市役所 35-2H1 

~この欄の問い合せ ~この欄の問い合せ 

~ 	保健環境課（内線268・272) 	~ 

	11月の一栄養教室 

実りの秋です。収穫に感謝し、イ●」I康づくりの

ため参加してみーませんか。 

ンテーマ】栄養の知識を学び．習慣病といわれ

る成人病を~坊ごう．ノ 

開催月日 対象地区 開 催 場 所 締め切り日 

11)11111 
UI I 

栄 
みどり町 

コミュニテイセンター栄 
1111 6 I ~ 

（水〕 

11月20日 
（水） 

三 好 コミュニテイセンター三好 月
 
3
1水
  11月28日 

（木） 
松 島 保 健 セ ン タ ー 11月20日 

（水） 

1】月29日 
(l) 高 野 I自i 野文化セ ン タ ー 月

 
ワ
一
く

叶
水
  

IT::fl寺 問】午 juil 9 時30分～午後 1時 

）半斗 金】無料・ 

）持参するもの】エプロン、筆記用具、ごはん、 

みそ汁（小びんなどに入れて）、在l吉康手帳、食

事しらべ用紙（iii!区U》保健協力員からもらっ

てください。） 

）申し込み先】地区の保健協力員（参加申し込

ム川紙があります。） 

粗大ゴミの収集を 
次のように実施します 

月 	日 収 集 区 域 申告締切 

11月13日 ~目‘リ1勺，湊．湊団地 il月 8 II 

11月15日 若葉、松島町（吹畑含む）, 
みどり町 

11)11211 

11月20日 七和，梅沢．長橋．栄．松島 11)11511 

11月27日 
飯詰，毘沙門．三好、中川（挑
崎）、長富 

11月22日 

ン出してもよい物 洗濯機、 冷蔵庫、 テレピ、 

ベット、 タンス、 イス、 テーブル、 タタミ、 

ジユータン、 井jl、空ドラム缶、 自転車、 石油

ストーブ、 スノーダンプ 

ン出せない物 リヤ力一、農機具、 バイク、 寸く 

ームタンク、 古タイヤ 

＞申告は胃ロ)21 Il 番内線269番（保健環境課） 

）粗大ゴミには名札をつけてください（ない物

については、収集いたしません）「 

ン各家庭からの粗大ゴミは 3個までとします

朝8時まで出してください。 

もうお済みですか？ 

犬の登録・狂犬病予防注射／ 

diて二は、 今軍度Jlを「妥の Jぐの集合登主よな‘りびに

狂犬り丙 f・防注射を実施します， ご都合等により

まだお済ノ人でない方は次の要領で受けてくださ 

1' \,, 

ン日日寺 II 月 II 、12lI（月．火）午ぶf9時31)りンから 

午後 3時まて了 

ン場所 圧所川原保イ建所前（市内未広町‘) 

）う料金 登録料 2. 100円 
j主射料 2.780円‘ 
合 言十 4.880円 

うミで登金止しなかったり． 注身寸を受けなかったり し

ますと、 狂犬が j I' 防法違反て引I'J則の対象とな

りますので．叱、ず受けるようにしてくださし、 

※放し飼いは‘ド故のもとて十す，，他人に迷惑をか

けますから絶対にしt: ' 、てニくださレ、” 

みんなの健康教室 
）日 日寺 

】 11 月"9日（金）午後 lI時 

レ場 所 

市保川！センター 

レ講 師 

兼平 ぽ（兼平内科ノ」、リ己科医 I」シ’l三長） 

ンテーマ よく，/1、られる心I臓,丙 

う主 催 北 I引りミ~1iii会・di保 i建協議会 

“子宮がん・乳がん・甲状腺検診” 

のお知らせ 

実 	J」i!i 	I ~ 対 象 」也 区 

11)-I 	I 	I-I L和上也区 

[1,)J 	6 LI 長橋」也区 

11)1 7 I-I 杉、I';'it v: 

11)1 8 I-I 松島田丁・1毎沢地区 

11)1 1311 悔沢埋l区・松，島地区 

11)11411 郎i詰」也区 

11 )1 1511 中川・小曲」也区 

※この検診は、 すでに受診申し込みをされた方

のみが対象となっていますのでご注意くださ

し、。 

, 

広報ごしょがわら平成3年(199!年)11月11I (第746号)!*

Iぼけんだより市役所35-2111i

この柵の問い合せ．｜
保健環境課（内線268272)

もうお済みですか？

犬の登録・狂犬病予防注射／

illでは、今年度雌後のノミの集合談録ならびに

E犬病矧吻注射を笈施しますご都合津に上り

まだお満みでない方は次の痩縦Iで'受けてくださ

し、

P日時11ノ]11，1L'II(ノ1，火）′|菖前9時30分から

′|豊後31畔まで

P場所E)ﾘ『ﾉ¥¥m1雌雄ﾉﾘfmifdh'iﾉ1木広Illf)

し料金雲蝋;:鵠:目}(いずれも毎年1l"l)
合計4，880円

※縦録しなかったり、注射を?受けなかったりし

ますと、狂犬病予I坊法違灰で節ill1の対象とな

りますので､4必ず受けるようにしてください

※放し飼いはIF故のもとです｛也人に〕丞惑をか

けますから絶対にしないでください

一11月の一栄養教室一一
実りの秋です。収縦に1蝶I謝し、健康づくりの

ため参"Ⅱしてみませんか。

レテーマ：栄雄の災Ill戦を学び、習慣病といわれ

る成人ｿ丙をl坊ごう／

『

一一’一画一一

１
Ｊ
！

みんなの健康教室
レ時間：午前9時30分～午後11I.v

吟料金：無料・

吟持参するもの：エプロン、ヘ薩記用具、ごはん、

みそ汁（小びんなどに入れて）、健康手ll辰、食

，獅しらべ用紙（地|ﾒ:の保健協力風からもらっ

てください｡）

し申し込み先：地|式の保健|捌力風（参加'I'し込

み川紙があります｡）

仁日B寺

111ﾉ122¥¥(金n-後1時

し場所

Mｱ保健センター

レ冒緋師
出巳

旅､V-n:(派.､|え内科小児科I髪院長）

しテーマよくみられる心I歳病

仁主催化h倉|褒師会・市保健協議会

粗大ゴミの収集を
次のように実施します

"子宮がん･乳がん･甲状腺検診”
のお知らせ

r司

L

い出してもよい物洗う濯機、冷蔵庫、テレビ、

ベット、ダンス、イス、テーブル、タタミ、

ジュータン、机、空ドラム缶、自転車、石>由

ストーブ、スノータ．ンプ

レ出せない物リヤカー、農機具、バイク、ホ

ームタンク、古タイヤ

し申告は＝(･ｸ2111爵内線269番（保健環境課）

し粗大ゴミには名札をつけてください（ない物

については、収染いたしません）

し各家庭からの粗大ゴミは3個までとします

朝8時まで出してください。

※この検診は、すでに受言今申し込みをされた方

のみが対象となっていますのでご注意くださ

い。

開催月日

11月11日
(月）

il月L'Oll
(水）

11月28日
(木）

11月29日
(金）

対象地区

栄
みどり町

三好

松ノ;ル

i断野

開催場所

コミュニティセンター栄

コミュニテイセンターニ好

保健センター

澗野文化センター

締め切り日

i:月6日
(水）

11月1311
(水）

11月20日
（水）

!":月20日
(水）

月日

;;月1311

;:月1511

;;月2011

r.ﾉ12711

収集区域

旧町内、湊、湊閲地

勝熊、松励町(吹畑含む)．
みどり町

七和、悔沢、長橘、栄、松島

飯縮、毘沙門、三好､‘'1川(桃
崎)、腿富

申告締切

i:月8I

;;月1211

11月15日

;i月2211

実施卜I

11ノJIII

11ノI(S11

11ノ]7II

11ノJSII

11ノI131=1

11ノ11111

11ノ11S11

対象地I天

七和地l芯

屋橘地区

松flhi也hく

松‘嚇町・悔沢地Iえ

悔沢地|ﾒﾆ・イ公,i;方地Iﾒニ

飯詰地i宝

'『リII小曲地
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⑥
栄
 
町
 

石
田
 
誠
三
、
木
村
 
政
良

対
馬
 
由
子
、
飛
嶋
 
鉄
男

成
田
 
誠
一
、
平
山
新
吉
郎

三
潟
金
三
郎
 

回
田
 
町
 

相
川
 
恒
徳
、
加
納
 
金
作
 

長
沢
 
武
治
、
原
 
志
郎
 

山
川
 
フ
サ
、
山
谷
 
清
一11
 

＠
不
魚
住
 

下
山
 
チ
エ
 

⑥
元
 
町
 

長
尾
 
光
雄
 

＠
柳
 
町
 

木
村
 
俊
夫
、
問
賀
田
英
美
 

＠
岩
木
町
 

葛
西
 
唯
六
、

葛
西
 
肱
 

斉
藤
 
豊
造
 

＠
川
端
町
 

嵯
峨
幸
三
郎
 

回
敷
島
町
 

葛
西
 
穂
 

⑥
中
平
井
町
 

帯
川
 
勝
己
、
森
山
 
貢
 

＠
柏
原
町
 

佐
々
木
規
知
、

藤
本
 
キ
ミ
 

＠
錦
 
町
 

小
田
桐
 
武
、
竹
谷
 
弘
一
 

⑥
幾
島
町
 

平
山
 
清
，

三
上
 
繁
 

＠
末
広
町
 

小
山
内
儀
一
、
高
橋
 
直
義
 

奈
良
 
俊
男
、
松
本
秀
四
郎
 

山
中
 
満
 

＠
新
宮
町
 

小
山
内
清
文
 

＠
松
島
町
 

小
野
 
要
一
、
開
米
 
久
雄
 
 

神
 
博

昭
 

梅
沢
地
区
 

回
梅
 
田
 

前
田
 
一
 

七
和
地
区
 

＠
原
 
子
 

阿
部
三
之
丞
、
雨
森
 
英
一
一
 

⑨
羽
野
木
沢
 

阿
部
 
稔
 

＠
持
子
沢
 

小
笠
原
豊
秋
 

＠
前
田
野
目
 

斉
藤
 

修
 
斉
藤
 栄
造
 

斉
藤
 
正
夫
 

長
橋
地
区
 

＠
戸
 
沢
 

工
藤
 
光
弘
 

飯
詰
地
区
 

⑨
飯
 
詰
 

今
 
柾

義
、
坂
本
 
直
樹

須
藤
 
忠
光
、
其
田
 
隆
三

田
中
 
俊
雄
、
封
馬
 
卓
美

長
峰
末
三
郎
、
長
峰
 
政
直

中
谷
 
和
子
、
鳴
海
 
清
克

前
田
勘
一
郎
、
松
下
 
茂

三
浦
 
義
衛
、
柳
原
 
正
市

山
口
 
俊
治
 

⑥
下
岩
崎
 

坂
本
 
明
人
、
坂
本
 
儀
助
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回
飯
 
詰
 

岩
田
 
文
雄
，
小
野
 
甚
七
 

葛
西
嘉
四
雄
、
清
野
 
昌
邦

内
 
信
夫
 

高
橋
 
勝
義
、
田
中
 
藤
雄
 

『一
 
中

谷
 
賢
造
、
成
田
 
タ
ケ
 

土
岐
 
義
雄
 

浦
 
秀
行
、
 
浦
 

勇万文貞 弓ム「I日
市助義治一郎 

田 石石
口 谷谷 

善 iit 一
喜男 II召 

e
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阿
部
二
郎
、
佐
々
木
啓
二

◎
若
葉

古
川
治
啓

栄
地
区

◎
松
島
町

平
山
栄
造

◎
柳
町

鶴
谷
廉
之
助

◎
岩
木
町

福
士
孝
一

◎
布
屋
町

金
川
や
ゑ

◎
弥
生
町

小
野
猛
、
佐
藤
昌
世

高
松
喜
三
郎
、
藤
田
仁
三
郎

◎
上
平
井
町

佐
々
木
定
十
郎
、
鴫
口
座
治

◎
中
平
井
町

荒
谷
修
一
、
工
藤
光
子

和
田
護
郎

◎
幾
世
森

鶴
谷
良
吉

◎
柏
原
町

高
松
三
雄
、
吉
崎
武
太
郎

◎
錦
町

新
谷
信
雄

◎
小
曲

沢
田
富
広
、
柴
谷
茂
男

牧
賀
光
雄
、
敦
賀
美
則

成
田
善
三
郎

◎
平;奏
山

勝
三
、
平
山
友
次
郎

◎
み
ど
り
町

小
栗
山
才
二
郎
、
木
村
一
夫

高
橋
キ
ミ
子

梅
沢
地
区

◎
梅
田
鈴
木
治

七
和
地
区

◎
原
子
斉
藤
り
ち

◎
高
野

福
士
由
五
郎
、
堀
内
信
夫

長
橋
地
区

◎
福
山

長
尾
彦
次
郎

◎
野
里

石
岡
惣
一
、
土
岐
義
雄

◎
神
山

小
山
内
勝
男
、
須
藤
善
一

士
岐
恒
太
郎
、
長
尾
徹
之
輔

松
野
清
重
・

◎
松
野
木

清
野
正
一
、
松
野
柾
一

松
島
地
区

◎
金
山

高
橋
清
衛

◎
唐
笠
柳

小
山
内
輿
之
助
、
寺
田
岩
勝

寺
田
一
男

◎
石
岡

“

一
戸
正
雄
、
寺
川
昭
治

◎
漆
川

木
村
ト
キ
エ

◎
太
刀
打

小
野
正
美

◎
一
野
坪

小
野
正
春

飯
詰
地
区

◎
飯
詰

岩
田
文
雄
、
小
野
甚
七

葛
西
嘉
四
雄
、
清
野
昌
邦

商
橋
勝
義
、
田
中
藤
雄

中
谷
贋
造
、
成
田
タ
ケ

奈
良
洋
一
、
増
田
す
ゑ

松
野
ツ
ル
、
三
橘
四
郎

三
浦
贋
三
郎
、
三
浦
弘
一

三
浦
竹
四
郎
、
三
浦
貞
治

三
浦
秀
行
、
三
浦
文
義

三
浦
幸
男
、
三
浦
万
助

三
浦
み
や
、
三
浦
勇
市

◎
下
岩
崎

坂
本
日
出
治

毘
沙
門
・
長
富
地
区

◎
毘
沙
門

太
田
省
三
、
太
田
春
悦

佐
藤
豊
三
郎
、
杉
山
．
一
郎

杉
山
治
、
長
峰
重
雄

福
間
た
ま
、
山
口
武
美

山
ロ
実
、
山
口
由
光

山
口
龍
之
進

◎
長
富

五
所
川
原
地
区

◎
栄
町

石
田
誠
三
、
木
村
政
良

対
馬
由
子
、
飛
嶋
鉄
男

成
田
誠
一
、
平
山
新
吉
郎

三
潟
金
三
郎

小
野
雌
雄
、
媒
川
義
一

松
川
良
雄

三
好
地
区

◎
藻
川

背
山
金
作
、
川
浪
長
三

高
橋
竹
松
、
竹
谷
清
沿

中
川
地
区

◎
田
川

奈
良
松
男

◎
種
井
古
川
鉄
男
、
高
橋
栄

◎
川
山
秋
田
実
、
舘
山
宇
作

藤
森
繁
夫
、
藤
森
繁
太
郎

藤
森
時
弘

◎
沖
飯
詰

秋
田
吉
太
郎
、
有
谷
一
昭

石
谷
一
元
、
石
谷
武
男

石
谷
正
志
、
田
口
善
喜

◎
桜
田

笠
井
勝
義踊
年

摩

◎
田
町

相
川
極
徳
、
加
納
金
作

奨
沢
武
治
、
腺
志
郎

山
川
フ
サ
、
山
谷
満
三

．
不
魚
住

下
山
チ
エ

◎
元
町

長
尾
光
雄

◎
柳
町

木
村
俊
夫
、
間
撰
田
英
美

◎
岩
木
町

葛
西
唯
六
、
葛
西
砿

斉
藤
豊
造

◎
川
端
町

嵯
峨
幸
三
郎

◎
敷
島
町

葛
西
総

◎
中
平
井
町

帯
川
勝
己
、
森
山
貢

◎
柏
原
町

佐
々
木
規
知
、
藤
本
キ
ミ

◎
錦
町

小
田
桐
武
、
竹
谷
弘
一

◎
幾
島
町

平
山
満
、
三
上
繁

◎
末
広
町

小
山
内
儀
一
、
高
橋
直
義

奈
良
俊
男
、
松
本
秀
四
郎

山
中
満

◎
新
宮
町

小
山
内
清
文

◎
松
島
町

小
野
要
一
、
開
米
久
雄

◎
梅
田

前
田
七
和
地
区

◎
原
子

阿
部
三
之
丞
、
雨
森
英
二

◎
羽
野
木
沢

阿
部
稔

◎
持
子
沢

小
笠
原
豊
秋

◎
前
田
野
目

斉
藤
修
斉
藤
栄
進

斉
藤
正
夫

長
橋
地
区

◎
戸
沢
工
藤
光
弘

飯
詰
地
区

◎
飯
詰
今
柾
義
、
坂
本
直
樹

須
藤
忠
光
、
其
田
隆
三

田
中
俊
雄
、
劉
馬
卓
美

長
峰
末
三
郎
、
長
峰
政
直

中
谷
和
子
、
鳴
海
清
克

前
田
勘
一
郎
、
松
下
茂

三
浦
義
術
、
柳
原
正
市

山
口
俊
治

◎
下
岩
崎

坂
本
明
人
、
坂
本
儀
助

神

梅
沢
地
区

博
昭一一



飯
詰
地
区
 

⑥
飯
 
詰
 

阿
部
 
粕
雄
．
太
川
 

竹
林
 

誠
、
中
谷
 

稔
 
浜

舘
 
け
い
 

＠
下
岩
崎
 

其
田
 
才
 

LE 和I 
'Fj山 

つ
 

?
 

其
田
武
智
雄
 

毘
沙
門

・長
富
地
区
 

⑥
毘
沙
門
 

北
川
 
忠
雄
、
沢
田
 
勝
頼

杉
山
 
秋
広
、
杉
山
 
義
彦

田
中
 
茂
、

田
村
 
ミ
ヤ

山
口
栄
太
郎
、
山
口
 
古
弥

山
口
 
俊
雄
、
山
口
 
昇

山
口
 
真
鷹
 

回
長
 
富
 

斉
藤
 
忠
則
、
高
橋
 
正
市

藤
森
キ
ン
コ
、
増
田
清
三
郎

増
田
 
忠
英
 

三
好
地
区
 

⑨
藻
 
川
 

一
戸
 
正道
、
川
浪
 
孝
一
 

川
浪
 
シ
デ
．
川
浪
 
興
作
 

佐
藤
彦
三
郎
、
乗
田
 
金
清
 

⑨
鶴
ケ
岡
 

川
浪
 
昇
夫
，
沢
田
 
京
子
 

⑥
高
 
瀬
 

木
村
喜
右
工
門
 

長
尾
 
源
次
郎
 

中
川
地
区
 

⑥
田
 
川
 

山
形
 
松
年
 

⑥
種
 
井
 

鳴
瀬
啓
之
進
 
 

⑥
川
 
山
 

舘
山
 
節
次
、
藤
森
長
治
郎

吉
岡
 
一
 

⑥
沖
飯
詰
 

秋
田
 
兼
吉
、
秋
田
 
政
吉

岩
崎
 
慶
作
、
小
野
長
之
助

笠
井
 
武
美
、
笠
井
 
要
一

古
川
一
二
三
、
藤
森
 
茂
治

⑥
桜
 
田
 

岡
田
 
伊
蔵
．
笠
井
茂
次
郎

笠
井
 
ッ
サ
．
笠
井
 

強

笠
井
 
一
、
上
見
金
右
術
門
 

20 

年 

五
所
川
原
地
区
 

回
栄
 
町
 

坂
本
 
直
巳
 

⑨
田
 
町
 

伊
藤
 
徳
一
，
高
松
勇
太
郎
 

鶴
谷
惣
一
郎
、
藤
田
 
つ
さ
 

⑥
蓮
 
沼
 

三
上
 
民
雄
 

＠
元
 
町
 

成
田
 

力
 

＠
下
り
枝
 

葛
西
 
義
明
 

回
八
重
菊
 

本
荘
 
実
 

＠

ー
ッ
谷
 

小
野
豊
四
郎
、
A7
 
将
式
 

成
川
 
勇
職
 
 

⑥
岩
木
町
 

田
中
 
文
雄
 

＠
川
端
町
 

岩
谷
新
一
郎
、
山
形
 
平
作
 

⑥
本
町
 

葛
西
 
タ
ケ
、
佐
藤
 
ト
シ
 

⑥
弥
生
町
 

斎
藤
 
春
雄
．

山
本
 
淳
 

＠
東
 
町
 

葛
西
 
正
蔵
、
小
山
 
末
治
 

⑥
旭
 
町
 

磯
野
徳
三
郎
 

＠
雛
 
田
 

舘
山
鉄
三
郎
、
田
村
サ
ツ
キ
 

寺
山
 
き
み
，
天
坂
 
忠
蔵
 

三
上
 
昭
夫
、
三
上
 
清
蔵
 

＠
上
平
井
町
 

斉
藤
 
政
子
．

巾
村
  
ヌ
イ
 

＠
中
平
井
町
 

江
良
善
太
郎
、
川
村
 
正
一
 

千
葉
 
達
也
，
三
浦
 
広
志
 

⑨
下
平
井
町
 

斉
藤
卯
一
郎
，
米
塚
 

勉
 

⑥
寺
 
町
 

井
沼
ふ
み
、
小
山
内
久
仁
雄
 

成
田
 
栄
一
 

回
柏
原
町
 

奈
良
 
長
 

＠
錦
 
町
 

木
村
 
正
雄
、
山
田
 
文
内
 

回
幾
島
町
 

小
山
 
き
み
 

＠
末
広
町
 

金
沢
 
定
逸
．
「
砺
 
政
子

回
小
 
曲
 

荒
谷
 
義
勝
、
兼
岡
 
正
悟

小
栗
山
三
四
郎
、
小
栗
山
勇

小
栗
山
 
実
．
高
橋
 
武
司

白
戸
正
太
郎
、
敦
賀
 
清
造

回
松
島
町
 

今
 
行

成
、
佐
藤
 
徹
男

沢
田
 
繁
喜
、鈴
木
 
新
正

成
田
 
久
雄
．
信
太
 
ふ
さ

花
川
 
靖
美
、
福
井
 
清
三
 

」
橘
 
義
雄
 

栄
 
地
区
 

⑥
広
 
田

―

安
田
 
克
己

＠
み
ど
り
町

山
田
 
暗
雄
 

七
和
地
区
 

⑥
持
子
沢
 

阿
部
 
イ
子
 

＠
高
 
野
 

楠
美
 
光
雄
 

長
橋
地
区
 

＠
野
 
里
 

秋
元
 
ツ
セ
、
石
岡
 

長
尾
 
ヌ
エ
 

⑥
神
 
山
 

葛
西
 
邦
夫
、

松
野
 
賢
一
 

回
松
野
木
 

片
岡
 
正
一
、
成
田
 
光
雄
 
 

横
嶋
 
キ
ナ
 

⑥
戸
 
沢
 

間
山
ト
ミ
エ
 

松
島
地
区
 

⑥
金
 
山
 

小
野
 

司
．
高
橋
武
智
雄
 

高
橋
 
光
夫
 

＠
水
野
尾
 

小
田
桐
平
作
 

⑥
唐
笠
柳
 

赤
木
 
松
雄
 

回
石
 
岡
 

寺
田
喜
代
志
，
午
田
 
利
雄
 

回
漆
 
川
 

伊
藤
 
航
一
、
小
田
桐
久
雄
 

⑥
太
刀
打
 

伊
藤
 
角
弘
、
葛
西
 
九
郎
 

高
木
十
五
子
．
高
杉
吉
兵
衛
 

高
杉
長
左
工
門
．
高
杉
光
義
．
 

⑥
一
野
坪
 

伊
藤
清
三
郎
、
小
野
 
友
造
 
 

成
田
 
重
造
 

三
好
地
区
 

⑨
藻
 
川
 

木
村
 
欽
一
，高
橋
」
一
九郎
 

野
呂
 
酉
松
 

⑥
鶴
ケ
岡
 

岡
部
 
隆
一
，
沢
田
 
一
郎
 

沢
田
 
た
け
、
清
野
徹
三
郎
 

⑥
高
 
瀬
 

田
中
 
義
悦
 

中
川
地
区
 

⑥
田
 
川
 

奈
良
 
常
雄
，
山
形
 
隆
雄
 

＠
川
 
山
 

川
瀬
 
ナ
ミ
．
奈
良
岡
俊
則
 

藤
森
 
昭
弘
 

＠
沖
飯
詰
 

藤
森
II、チ
ェ
 

（
敬
称
賂
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n三 

」I 

雷 

毘
沙
門
・
長富
地
区
 

＠
毘
沙
門
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鮪長嶋種Ill田是木高ノII鶴佐川
Ill瀬形

漂繍墓葬隼川礁鶴：
喜瀬岡彦

区沢乗ノII
川田浪

◎
藻
川
一
戸
正
遊
、
川
浪

其
田
武
智
雄

毘
沙
門
・
長
富
地
区

◎
毘
沙
門

北
川
忠
雄
、
沢
佃
勝
頼

杉
山
秋
広
、
杉
山
義
彦

田
中
茂
、
田
村
ミ
ヤ

山
口
栄
太
郎
、
山
口
吉
弥

山
口
俊
雄
、
山
口
界

山
口
真
腰

◎
長
富

斉
藤
忠
川
、
商
橘
正
市

藤
森
キ
ン
．
、
増
、
満
三
郎

増
田
忠
英

一
一
一

好
地
区

－0－C

Jj《

子。
金興孝
満作一

五
所
川
原
地
区

◎
栄
町

坂
本
応
巳

◎
田
町

伊
藤
徳
一
、
海
松
勇
太
郎

慨
谷
惣
一
郎
、
藤
田
つ
さ

◎
蓮
沼
三
上
民
雄

◎
元
町
成
川
力

。
下
り
枝

葛
西
護
明

◎
八
重
菊

本
荘
実

◎
一
シ
谷

小
野
魁
四
郎
、
今
狩
式

成
川
必
縫

◎
川
山

舘
山
節
次
、
藤
森
長
治
郎

吉
岡
一

．
沖
飯
詰

秋
田
兼
吉
、
秋
田
政
吉

岩
崎
慶
作
、
小
野
長
之
助

笠
井
武
美
、
笠
井
要
一

古
川
一
二
三
、
藤
森
茂
治

◎
桜
田

岡
田
伊
蔵
、
笠
井
茂
次
郎

餓
井
ツ
サ
、
笠
井
強

笠
井
一
、
上
兄
金
右
術
門

加
年

鶴

◎
岩
木
町

田
中
文
雄

◎
川
端
町

岩
谷
新
一
郎
、
山
形
平
作

◎
本
町
葛
西
タ
ケ
、
佐
藤
ト
シ

◎
弥
生
町

癖
藤
存
雄
、
山
本
沖

◎
東
町

葛
西
正
蔵
、
小
山
末
治

◎
旭
町

磯
野
徳
三
郎

◎
雛
田

舘
山
鉄
三
郎
、
田
村
サ
ツ
キ

寺
山
き
み
、
天
坂
忠
識

三
上
昭
夫
、
三
上
満
識

◎
上
平
井
町

斉
藤
政
子
、
中
村
ヌ
イ

◎
中
平
井
町

江
良
善
太
郎
、
川
村
正
一

千
葉
達
也
、
三
浦
広
志

◎
下
平
井
町

斉
藤
卯
一
郎
、
米
塚
勉

◎
寺
町

井
沼
ふ
み
、
小
山
内
久
仁
雄

成
川
栄
一

◎
柏
原
町

奈
良
蛙

◎
錦
町

木
村
正
雄
、
山
田
文
内

◎
幾
島
町

小
山
き
み

◎
末
広
町

金
沢
定
逸
、
三
橘
政
子

◎
小
曲

荒
谷
義
勝
、
兼
岡
正
悟

小
栗
山
三
四
郎
、
小
栗
山
男

小
栗
山
実
、
商
橘
武
司

白
戸
正
太
郎
、
敦
賀
清
造

◎
松
島
町

今
行
成
、
佐
藤
徹
男

沢
出
繁
喜
、
鈴
木
新
正

成
川
久
雄
、
信
太
ふ
さ

花
川
端
美
、
細
井
洲
三

三
橘
錐
雄

栄
地
区

◎
広
田
．

安
田
克
己

◎
み
ど
り
町

山
田
購
雄

七
和
地
区

◎
持
子
沢

阿
部
イ
子

◎
高
野

楠
美
光
雄

長
橋
地
区

◎
野
里
秋
元
ツ
セ
、
石
岡
総

埜
尼
ヌ
エ

◎
神
山

葛
西
邦
夫
、
松
野
擬
一

◎
松
野
木

片
岡
旺
一
、
成
川
光
雄 崎

◎
金
山

小
野
司
、
商
怖
武
智
雄

商
橘
光
夫

◎
水
野
尾

小
田
桐
平
作

◎
唐
笠
柳

赤
木
松
雄

◎
石
岡

寺
川
郵
代
志
、
寺
川
利
雄

◎
漆
川

伊
藤
航
一
、
小
田
桐
久
雄

◎
太
刀
打

伊
雌
角
弘
、
葛
西
九
郎

商
木
十
五
子
．
商
杉
吉
兵
術

高
杉
長
左
エ
門
、
高
杉
光
義
．

◎
一
野
坪

伊
膝
油
三
郎
、
小
野
友
造

飯
詰
地
区

◎
飯
詰
阿
部
粕
雄
、
太
川
利
迩

竹
林
誠
、
中
谷
庄
平

浜
舘
け
い

◎
下
岩
崎

共
川
才
一

毘
沙
門
・
長
富
地
区

◎
毘
沙
門

横
嶋
キ
ナ

◎
戸
沢

問
山
ト
ミ
エ

松
島
地
区

成
川
亜
造

三
好
地
区

◎
藻
川

木
村
欽
一
、
商
橘
三
九
郎

野
呂
酉
松

◎
鶴
ケ
岡

岡
部
隆
一
、
沢
旧
一
郎

沢
田
た
け
、
清
野
徹
三
郎

◎
高
瀬
田
中
錐
悦

中
川
地
区

◎
田
川

奈
良
術
雄
、
山
形
隆
雄

◎
川
山

川
瀬
ナ
ミ
、
奈
良
岡
俊
則

藤
森
昭
弘

◎
沖
飯
詰

藤
森
ミ
チ
エ
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国
民
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康
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険
税
 

軽

自

動
車
税
 

固
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資

産
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都
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計
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第
6
期
 

第
5
期
 

第
4
期
 

第
3
期
 

第
2
期
 

第
1
期
 

全
 
期
 

第
4
期
 

第
3
期
 

第
2
期
 

第
1
期
 

第
4
期
 

第
3
期
 

第
2
期
 

第
1
期
 

期
別
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月ー日
$

12
月
28
H 
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月
1日5
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月
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H 
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$
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9
月
1
日
5
9
月
3
0H
  

S
月
ー
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5
8
月
3
1H
  

7
月
1
日
5
7
月
3
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5
月
1
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5
5
月
3
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月
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9
月
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5
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月
3
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7
月
1
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s
7
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3
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5
月
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月
3
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5
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月
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5
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月
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8
月
1
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5
8
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3
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5
6
月
3
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納
 
期
 

※
納
期
内
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
す
み
や
か
に
納
め
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

市
税
の
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か

お
手
元
の
納
付
書
を
確
認
し
、
期
限
内
に
納
め
ま
し
よ
う
。
 

II識 10人＝門 ""I 

10,000円 
、ーノ 

1人当たりの費用は1万円です。とこ

ろが、10人のうち、 1人だけ費用を支払

わない人がいるとしましょう。つぎのよ

うになります。 

ii証一 9 人一 1 ~ ""‘一 	，  
"“ りノ＼二＝ ~ ~ 

約11, 000円 
、) 

市税完納者名簿特集 
	

広報ごしょがわら 

競難言；熊鴬鳶誉夢欝農こ器 
●いま仮に、 10万円の費用を10人で分担して支払うことにします・ 

このように費用を支払う 9 人の1人当 

	

画 	たりの負担額は 1万1千円となり、まっ 

	

;;;;;10人＝ I l 	たく払わない人が 1人いるため，不公平 

1cぐ！99円 	となります。 

さらに1人、 2人と費用を支払わない 

りの費用は1万円です。とこ 	人が出てくると、ますます不公平さが拡 

のうち、 1人だけ費用を支払 	大し、だれもが費用を支払うのがいやに 

いるとしましょう。つぎのよ 	なります。そして、やがてお医者さんに 

す。 	 かかったとき、医療費の全額を、自分で 

支払わなければならなくなってしまいま 

． 	す。 

約H,000円 	保険税は納期内に納めましょう。 

市税完納者名簿特集 広報ごしょがわら

※
納
期
内
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
方
は
、
す
み
や
か
に
納
め
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
税
の
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か

お
手
元
の
納
付
書
を
確
認
し
、
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

畷、

議蕊識獅雛蕊 家’健展

納付率が悪いと”匡室震撫ご蝋弄犀鰯震震鯉:鰯
どう影響するかます｡簡単な例でご説明しましょう。
●いま仮に、10万円の費用を10人で分担して支払うことにします●

§このように費用を支払う9人の1人当

摩

÷淵旧人弓息"磁騨期卿示美呈
；さらに1人、2人と費用を支払わない

たりの費用は1万円です。とこ；人が出てくると、ますます不公平さが拡1人当たりの費用は1万円です。とこ；人が出てくると、ますます不公平さが拡

るが、10人のうち、1人だけ費用を支払：大し、だれもが費用を支払うのがいやに

わない人がいるとしましょう。つぎのよ；なります。そして、やがてお医者さんに

うになります。；かかったとき、医療費の全額を、自分で

；支払わなければならなくなってしまいま

言僻,人=ロすを…こ…いた…
約11000円；保険税は納期内に納めましょう。
Lユ

国
民
健
康
保
険
税

軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

市
・
県
民
税

税
目

第
６
期

第
５
期

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期

全
期

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期

第
４
期

第
３
期

第
２
期

第
１
期

期
別

吃
月
１
日
～
哩
月
調
日

川
月
１
日
～
Ⅵ
月
知
日

加
月
１
日
～
加
月
訓
日

９
月
１
日
～
９
月
釦
日

８
月
１
日
～
８
月
訓
日

７
月
１
日
～
７
月
訓
日

５
月
１
日
～
５
月
訓
日

Ⅲ
月
１
日
～
Ⅲ
月
知
日

９
月
１
日
～
９
月
知
日

７
月
１
日
～
７
月
訓
日

５
月
１
日
～
５
月
訓
日

哩
月
１
日
～
吃
月
調
日

氾
月
１
日
～
如
月
訓
日

８
月
１
日
～
８
月
訓
日

６
月
１
日
～
６
月
知
日

納
期


